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■ 市会の動き

８ 月
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

1 火   日本維新の会市議団議員会 

7 月 総務消防委員会他都市調査（～9
日） 

9 水  教育福祉委員会 日本維新の会市議団議員会 

10 木 まちづくり委員会 
産業交通水道委員会 

18 金  日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

21 月 総務消防委員会 
まちづくり委員会他都市調査（～
23日） 

22 火  文化環境委員会  

23 水  教育福祉委員会  

24 木 市会改革推進委員会 日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

25 金  産業交通水道委員会  

31 木  まちづくり委員会  
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９ 月
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

1 金   公明党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

4 月  総務消防委員会  

5 火  文化環境委員会  

6 水   京都党市議団議員会 

7 木   日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

11 月   日本維新の会市議団議員会 

13 水  教育福祉委員会  

14 木  市会運営委員会 自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 

15 金   自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

19 火   自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

20 水  市会運営委員会 自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

21 木 本会議 予算特別委員会 
予算特別委員会合同分科会 

自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

22 金  予算特別委員会第１分科会 
予算特別委員会第２分科会 
予算特別委員会第３分科会 
市会運営委員会理事会 

自民党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

25 月   自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

26 火  予算特別委員会 
市会運営委員会 

自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

27 水 本会議 決算特別委員会 
決算特別委員会合同分科会 

自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 
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28 木 本会議 市会運営委員会理事会 自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

29 金 本会議 市会運営委員会 自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

- 3 -



１０ 月
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

2 月 本会議 決算特別委員会 自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

3 火  決算特別委員会第１分科会 
決算特別委員会第２分科会 
決算特別委員会第３分科会 

日本維新の会市議団議員会 

4 水  決算特別委員会第１分科会 
決算特別委員会第２分科会 
決算特別委員会第３分科会 

自民党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

5 木  決算特別委員会第１分科会 
決算特別委員会第２分科会 
決算特別委員会第３分科会 

日本維新の会市議団議員会 

6 金  決算特別委員会第１分科会 
決算特別委員会第２分科会 
決算特別委員会第３分科会 

自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

23 月   日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

24 火  総務消防委員会 
教育福祉委員会 
まちづくり委員会 

25 水  文化環境委員会 
産業交通水道委員会 

26 木  決算特別委員会 日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

27 金  決算特別委員会 
市会運営員会理事会 

自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 

30 月   自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

31 火   自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 
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１１ 月
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

1 水 総務消防委員会 
教育福祉委員会 
まちづくり委員会 
産業交通水道委員会 
予算特別委員会 
決算特別委員会 
市会運営委員会 

自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 

2 木 本会議 市会運営委員会理事会 自民党市議団議員会 
日本共産党市議団議員会 
公明党市議団議員会 
民進党市議団議員会 
日本維新の会市議団議員会 
京都党市議団議員会 
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■ 市会本会議

 定例会（９月市会）

会議の日時 9月21日（木）  開議 午前10時01分  延会 午前11時02分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の報告 

日程第1～57 （議第74号 29年度一般会計補正予算 ほか56件） 

 1 市長，副市長提案説明 

 2 予算特別委員会設置，付託の動議  田中 たかのり 議員 

 （議第74号～76号，78号，102号 5件） 

延会宣告 

 定例会（９月市会）

会議の日時 9月27日（水）  開議 午前10時01分  散会 午前10時44分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の報告 

日程第1 請願審査結果（総務消防委員会 1件不採択） 

 1 討論 くらた共子 議員 

 2 表決 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

日程第2 請願審査結果（文化環境委員会 3件不採択） 

 1 討論 河合ようこ 議員 

 2 表決 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

日程第3～31 （議第77号 執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部改正 ほか28件） 

  1 常任委員会付託（別記1） 

日程第32～54 （報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件） 

 1 決算特別委員会設置，付託の動議  田中 たかのり 議員 

日程第55 （議第74号 29年度一般会計補正予算 ほか3件） 

 1 予算特別委員長報告（西村義直委員長） 
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 議第74号 修正可決 

 議第75号，78号及び102号 原案可決 

 2 討論 

 議第74号及び102号 加藤 あい 議員 

 議第75号 宇佐美けんいち議員 

 議第75号及び78号 北山ただお 議員 

 3 表決 

 議第74号  

ｱ 委員会修正案 簡易 

ｲ 修正部分を除く残余の部分 

  簡易 

 議第102号 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

 残余の議案（2件） 簡易 

散会宣告 

 定例会（９月市会）

会議の日時 9月28日（木）  開議 午前10時01分  散会 午後4時43分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の報告 

一般質問   市政一般について  井 上 与一郎 議員 

 市政一般について  繁    夫 議員 

 市政一般について  中 村 三之助 議員 

 市政一般について  加 藤 昌 洋 議員 

 市政一般について  玉 本 なるみ 議員 

 市政一般について  赤 阪   仁 議員 

 市政一般について  平 井 良 人 議員 

散会宣告 

 定例会（９月市会）

会議の日時 9月29日（金）  開議 午前10時00分  散会 午後4時13分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の報告 
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一般質問   市政一般について  曽 我   修 議員 

 市政一般について  平山 よしかず 議員 

 市政一般について  ひおき 文 章 議員 

 市政一般について  安 井 つとむ 議員 

 市政一般について  山本 ひろふみ 議員 

 市政一般について  宇佐美けんいち 議員 

 市政一般について  森 川   央 議員 

 市政一般について  こうち 大 輔 議員 

 市政一般について  大 津 裕 太 議員 

 市政一般について  森   かれん 議員 

散会宣告 

 定例会（９月市会）

会議の日時 10月2日（月）  開議 午前10時01分  散会 午前10時05分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の報告 

日程第1 （議第111号 29年度一般会計補正予算） 

  1 市長提案説明 

散会宣告 

 定例会（９月市会）

会議の日時 11月2日（木）  開議 午前10時01分  散会 午後2時40分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の報告 

日程第1 請願審査結果（産業交通水道委員会 1件採択） 

日程第2 （議第76号 宿泊税条例の制定） 

 1 予算特別委員長報告（西村義直委員長） 

 原案可決 

 議第76号に6個の付帯決議を付す 

 2 継続審査の動議      樋口 英明 議員 

  起立（共） 
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 3 討論 

 議第76号        加藤 あい 議員 

 議第76号        森田  守 議員 

 議第76号        大道 義知 議員 

 議第76号        宇佐美けんいち議員 

 議第76号        村山 祥栄 議員 

 4 表決 

 議第76号 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

 付帯決議 

ｱ 2番目 起立（自，公，民，維，無，無，無） 

ｲ 1番目，3番目，5番目  起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

ｳ 残余（2個）      簡易 

日程第3 （議第77号 執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部改正 ほか9件） 

 1 総務消防委員長報告（赤阪仁委員長） 

 ［原案可決］ 

 2 表決 

 議第88号 起立（自，公，民，維，無，無，無） 

 議第94号～101号 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

 議第77号 簡易 

日程第4 （議第79号 保育所条例の一部改正 ほか5件） 

 1 教育福祉委員長報告（椋田隆知委員長） 

 ［原案可決］ 

 2 表決 

 議第107号～109号 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

 残余の議案（3件） 簡易 

日程第5  （議第80号 京町家の保全及び継承に関する条例の制定 ほか10件） 

 1 まちづくり委員長報告（隠塚功委員長） 

 ［原案可決］ 

 2 討論 

 議第80号 森 かれん 議員 

 3 表決 

 議第81号，83号及び104号 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

 議第80号 起立（自，共，公，民，維，無，無，無） 

 残余の議案（7件） 簡易 

日程第6  （議第89号 地方独立行政法人京都市産業技術研究所第2期中期目標の策定 
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ほか1件） 

 1 産業交通水道委員長報告（繁 夫委員長） 

 ［原案可決］ 

 2 表決 

 議第103号  起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

 議第89号 簡易 

日程第7 （報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件） 

 1 決算特別委員長報告（西村義直委員長） 

報第1号～20号     認定 

議第90号～92号    原案可決 

報第1号に2個の意見を付す  

 2 討論 

 報第1号，3号及び4号 玉本なるみ 議員 

 報第1号～16号 加藤 昌洋 議員 

 報第1号 大津 裕太 議員 

 報第1号～20号及び議第90号～92号 

  西山 信昌 議員 

 報第17号～20号 井上けんじ 議員 

 報第1号～20号及び議第90号～92号 

  天方 浩之 議員 

 報第1号～16号 菅谷 浩平 議員 

 報第17号～20号及び議第90号～92号 

 田中たかのり議員 

 報第17号～20号及び議第90号～92号 

  森川  央 議員 

3 表決 

 報第1号 起立（自，公，民，維，無，無，無） 

 報第3号～5号，13号及び19号 

  起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

 残余の決算（14件） 簡易 

 議第90号～92号 簡易 

 付す意見 

ｱ 報第1号の1番目 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

ｲ 報第1号の2番目 簡易 

日程第8 （市会議第8号 食品衛生管理の国際標準化を求める意見書） 

日程第9 （市会議第9号 大規模災害時の法制度に関する抜本的な見直しを求める意見書） 
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日程第10 （市会議第10号 小中学校におけるプログラミング必修化に関する意見書） 

 1 表決 起立（自，公，民，維，無，無，無） 

日程第11,12 （市会議第11号 「ライドシェア」の慎重な検討と安心・安全で快適・便利なタク

シー利用に関する意見書 ほか1件） 

1 討論 西野さち子 議員 

2 表決 

 市会議第12号 起立（維，京） 

 市会議第11号 起立（自，共，公，民，無，無，無） 

日程第13 （市会議第13号 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求め

る意見書） 

 1 討論 山本 陽子 議員 

 2 表決 簡易 

日程第14,15 （市会議第14号 コメの生産調整及び直接支払制度の継続，戸別所得補償制

度の復活を求める意見書 ほか1件） 

 1 討論 西村 善美 議員 

 2 表決 

 市会議第14号 起立（共） 

 市会議第15号 起立（共，民） 

日程第16 （市会議第16号 全ての原発の再稼働中止を求める意見書） 

 1 討論 やまね智史 議員 

 2 表決 起立（共） 

日程第17,18 （市会議第17号 違法民泊対策の体制強化を求める決議 ほか1件） 

 1 討論 平井 良人 議員 

 2 表決 

 市会議第18号 起立（共，維，京） 

 市会議第17号 起立（自，公，民，維，京，無，無，無） 

日程第19 （市会議第19号 2025年国際博覧会の誘致に関する決議） 

 1 討論 井坂 博文 議員 

 2 表決 起立（自，公，維，無，無，無） 

散会宣告 

（注）1 表中，自＝自由民主党京都市会議員団，共＝日本共産党京都市会議員団，公＝公明党

京都市会議員団，民＝民進党京都市会議員団，維＝日本維新の会・無所属京都市会議員

- 11 -



団，京＝地域政党京都党市会議員団，無＝無所属を表す。 

   2 議事日程に挙がっていて，特に表決の記載のないものは，全会一致により簡易表決さ

れたものである。 
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議 案 付 託 表 

 （平成 29 年９月 27 日付託） 

付 託 委 員 会 議             案 

総 務 消 防 委 員 会  議第７７号 京都市執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

議第８８号 公立大学法人京都市立芸術大学第２期中期目標の策定について 

議第９４号 京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事請負契約の変

更について 

議第９５号 京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事（電気設備工

事）請負契約の変更について 

議第９６号 京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事（衛生設備工

事）請負契約の変更について 

議第９７号 京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事（空気調和設

備工事）請負契約の変更について 

議第９８号 京都市分庁舎（仮称）新築工事請負契約の変更について 

議第９９号 京都市分庁舎（仮称）新築工事（電気設備工事）請負契約の変更に

ついて 

議第 100 号 京都市分庁舎（仮称）新築工事（衛生設備工事）請負契約の変更に

ついて 

議第 101 号 京都市分庁舎（仮称）新築工事（空気調和設備工事）請負契約の変

更について 

教 育 福 祉 委 員 会  議第７９号 京都市保育所条例の一部を改正する条例の制定について 

議第 106 号 京都市立久世西小学校増築工事請負契約の変更について 

議第 107 号 向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事請負契約の変更について 

議第 108 号 向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事（電気設備工事）請負契

約の変更について 

議第 109 号 向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事（空気調和設備工事）請

負契約の変更について 

議第 110 号 京都市立醍醐中学校増築工事請負契約の変更について 

まちづくり委員会 議第８０号 京都市京町家の保全及び継承に関する条例の制定について 

議第８１号 都市緑地法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例の制定について 

議第８２号，８３号  指定管理者の指定について（都市計画局関係）（２件） 

議第８４号 市道路線の認定について 

議第８５号 市道路線の廃止について 

議第８６号 向日市道路線の認定の承諾について 

議第８７号 訴えの提起について 

議第９３号 一級河川西羽束師川支川改修工事請負契約の締結について 

議第 104 号 楽只市営住宅新築工事請負契約の変更について 

議第 105 号 醍醐南市営住宅改修工事請負契約の変更について

産業交通水道委員会 議第８９号 地方独立行政法人京都市産業技術研究所第２期中期目標の策定につ

いて 

議第 103 号 京都市中央卸売市場第一市場整備工事（花屋町駐車場棟新築工事）

請負契約の変更について
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■ 代表質問

自由民主党京都市会議員団

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

9月28日 1 平成28年度決算 

2 レジリエント・シティ 

3 新景観政策 

4 農林業の振興 

井上与一郎議員 門川市長 

岡田副市長

〃 1 次期交通局経営ビジョン策定における市

長の決意 

2 今後の水道事業及び公共下水道事業の経営 

3 分散型観光の推進 

4 今後の魚アラリサイクル 

5 部活動指導員の導入 

6 住宅用火災警報器の本体交換の促進 

繁隆夫議員 門川市長 

植村副市長 

在田教育長 

〃 1 ハザードマップの見直しと周知 

2 ドローンの有効活用 

3 学校教育環境の改善 

4 まちねこ活動支援事業の有効な事業展開 

5 ワールドマスターズゲームズ2021 

中村三之助議員 門川市長 

植村副市長 

在田教育長 

〃 1 世界文化自由都市宣言 

2 文化庁京都移転 

3 地球環境京都会議2017開催 

4 民泊対策 

5 宿泊税 

6 保育環境の整備 

加藤昌洋議員 門川市長 

岡田副市長 

久保子ども若者はぐくみ局長
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日本共産党京都市会議員団

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

9月28日 1 北朝鮮問題解決への認識 

2 憲法の遵守 

3 介護保険 

4 国民健康保険 

5 敬老乗車証制度 

6 LGBT等への京都市の対応 

7 大宮交通公園再整備と北消防署移転 

8 市バス特37号の延伸と増便 

玉本なるみ議員 門川市長 

村上副市長 

植村副市長 

藤原総合企画局長 

髙城保健福祉局長 

山本公営企業管理者 

〃 1 自治体の公的責任の放棄 

2 区役所窓口の民営化 

3 学校跡地の活用 

4 京都市美術館の再整備 

5 神川中学校マンモス校の解消 

6 公立小・中学生の通学費の援助 

7 35人学級の拡大 

8 住民の命と暮らしを守る豪雨災害対策 

9 市バスをはじめ公共交通機関の充実 

赤阪仁議員 門川市長 

村上副市長 

植村副市長 

平竹文化芸術政策監 

髙城保健福祉局長 

山本公営企業管理者 

在田教育長 

〃 1 観光行政と地域経済，違法民泊対策 

2 京都経済センター 

3 商店街振興 

4 大学や専門学校等の奨学金制度 

5 ブラック企業・ブラックバイト対策 

6 原発の再稼働問題と原発防災 

7 市バス・京都バス一日乗車券カードの値

上げ問題 

平井良人議員 門川市長 

岡田副市長 

松本危機管理監 

上田産業観光局長 

山本公営企業管理者 
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公明党京都市会議員団 

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

9月29日 1 自動運転技術の活用 

2 成年後見制度 

3 教職員の働き方改革 

4 住宅セーフティネット制度を活用した支

援策 

5 救急相談センター「#7119」の整備 

曽我修議員 門川市長 

植村副市長 

在田教育長 

〃 1 ごみ減量の取組 

2 介護ケアマネジメントの充実 

3 民間活力導入による都市公園の再整備 

4 新生児難聴検査の受診率向上 

平山よしかず議員 門川市長 

村上副市長 

植村副市長 

〃 1 世界文化自由都市宣言 

2 文化首都京都における地域主権の推進 

3 市バス・地下鉄事業における今後の取組 

4 食品ロス削減の取組 

ひおき文章議員 門川市長 

村上副市長

民進党京都市会議員団

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

9月29日 1 今後の行財政改革の具体策 

2 公共交通の利便性向上に向けた連接バス

の導入 

3 東部クリーンセンター跡地活用 

4 非常用発電機の点検と消防法との整合性 

安井つとむ議員 門川市長 

荒木消防局長 

〃 5 ひきこもり支援の充実 

6 LGBTの理解促進と行政支援 

7 地球環境京都会議を契機とした温暖化対策 

山本ひろふみ議員 門川市長 

岡田副市長 

村上副市長 
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日本維新の会・無所属京都市会議員団

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

9月29日 1 平成28年度決算 

2 宿泊税導入に当たっての本市の姿勢 

3 財政健全化への姿勢 

4 事業収支計画の説明責任の在り方 

5 法的リスクの説明責任の在り方 

6 幼児教育の無償化 

7 空き家問題 

宇佐美けんいち議員 門川市長 

岡田副市長 

植村副市長 

岩崎財政担当局長

久保子ども若者はぐくみ局長

鈴木都市計画局長

〃 1 北朝鮮の有事に対する危機管理 森川央議員 門川市長 

藤原総合企画局長

〃 1 更なる行財政改革による事業の見直し 

2 地域自治組織と今後の行政の関わり方 

こうち大輔議員 門川市長 

吉田文化市民局長

地域政党京都党市会議員団

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

9月29日 1 平成28年度決算 

2 非常用発電機の点検 

3 民泊新法への対応 

大津裕太議員 門川市長 

岡田副市長 

荒木消防局長 

〃 1 周産期医療情報ネットワークシステムの

導入 

2 病児保育の充実 

3 第三子保育料の完全無償化 

森かれん議員 門川市長 

村上副市長 

久保子ども若者はぐくみ局長
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 市会運営委員会 

会議の日時 9月14日（木）  開会 午前10時01分  散会 午前10時09分 

会議の内容 1 海外行政調査について 

  平成29年度海外行政調査について，団長から報告がされた。  

2 9月市会の審議日程について 

 審議日程 

別記2のとおり決定する。 

 21日，27日，28日及び29日の本会議 

   21日は議案の説明聴取及び議案の処理（予算特別委員会の設置，付託等）

を，27日は委員会付託議案の議決及び議案の処理（決算特別委員会の設置，

付託等）を，28日と29日は代表質問を行う。いずれも，午前10時に開会する

ことに決定する。 

 代表質問の時間割について 

別記3のとおり決定する。 

3 議員研修の実施について 

議員研修として，27日午後1時から，議場において，京都大学こころの未来研

究センター教授の広井良典氏に「人口減少社会を希望に―これからの日本社会

とコミュニティ」をテーマに講演していただく。 

4 市会改革推進委員会からの報告について 

   市会改革推進委員会から報告書の提出を受け，配布する。 

5 その他について 

20日の午前10時に市会運営委員会を開き，21日の本会議の進め方などを協議する。 

 市会運営委員会 

会議の日時 9月20日（水）  開会 午前10時01分  散会 午前10時03分 

会議の内容 1 21 日の本会議について 

 審議期間の決定  9月21日～10月26日（36日間） 

 議案の取扱い 

  ｱ 市長提出議案 

57件を一括上程し，市長，副市長から提案説明を聴いた後，以下のとおり

処理することに決定する。 

  (ｱ) 補正予算（議第74号 29年度一般会計補正予算ほか4件） 

全議員を委員とする予算特別委員会を設置し，付託することに決定する。 

(ｲ) その他の一括上程議案（52件） 

提案説明を聴くにとどめることに決定する。 

2 その他について 

 21日の本会議終了後に予算特別委員会を開会し，正副委員長の互選等を行う。 

■ 市会運営委員会及び理事会 
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 22日の正午に市会運営委員会理事会を開き，付託議案の審査状況を確認し，

審議日程について協議する。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 9月22日（金）  開会 午後0時01分  散会 午後0時05分 

会議の内容 1 今後の審議日程について 

 委員会の審査状況 

   予算特別委員長に出席を求め，付託議案の審査状況を確認した。 

 今後の審議日程 

   次のとおり決定する。 

    25日 議員会 

    26日 討論結了 

        予算特別委員会（午後2時00分） 

       取りまとめ 

        市会運営委員会（午後4時00分） 

2 理事者からの発言について 

 追加議案（名誉市民の表彰） 

   各会派で検討し，26日の市会運営委員会で取りまとめることとする。 

 海外出張への参加要請 

   フィレンツェ市の国際政治フォーラムへ派遣する代表団（市長が団長）への

議長への参加要請があり，議長の代わりに副議長が参加するとの回答がある。 

 市会運営委員会 

会議の日時 9月26日（火）  開会 午後4時01分  散会 午後4時08分 

会議の内容 1 27日，28日及び29日の本会議の順序及び議案の取扱いについて 

請願審査結果 

  ｱ 総務消防委員会（1件不採択） 

自民，公明，民進，維新，京都：委員会の査定に賛成 

共産：委員会の査定に反対。くらた共子議員が反対する討論を行う。 

    くらた共子議員の討論の後，起立表決する。 

  ｲ 文化環境委員会（3件不採択） 

自民，公明，民進，維新，京都：委員会の査定に賛成 

共産：委員会の査定に反対。河合ようこ議員が反対する討論を行う。 

    河合ようこ議員の討論の後，起立表決する。 

議案の取扱い 

  ｱ 議第77号 執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部改正 ほか28件 

所管の常任委員会に付託することに決定する。  

ｲ 報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

全議員を委員とする決算特別委員会を設置し，付託することに決定する。 

 付託議案の取扱い 
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  ｱ 予算特別委員会（議第74号 29年度一般会計補正予算 ほか3件） 

    委員会は，議第74号については修正可決，その他の議案3件は原案可決と

査定する。 

自民，公明，民進，京都：全て賛成 

共産：議第74号は委員会修正案に賛成，議第102号に反対，その他の議案

は賛成。加藤あい議員が議第74号に賛成し，議第102号に反対する

討論を，北山ただお議員が，議第75号，78号に賛成する討論を行

う。 

維新：全て賛成。宇佐美けんいち議員が議第75号に賛成する討論を行う。 

加藤あい議員，宇佐美けんいち議員，北山ただお議員の討論の後，議第

74号については修正案，次に，修正部分を除く残余の部分について，それ

ぞれ簡易表決する。議第102号は起立表決し，その他の議案2件について

は，それぞれ簡易表決する。 

 一般質問 

  時間割（別記4）のとおりとする。 

なお，中村三之助議員，玉本なるみ議員，赤阪仁議員，平井良人議員，宇佐

美けんいち議員，森川央議員，大津裕太議員，森かれん議員から発言を補完す

るために物品等を使用したい旨の申出書が提出されているとの報告がある。 

また，市会説明員についても，答弁に際して，発言を補完するために物品を

使用する場合があるとの報告がある。 

 その他について 

  ｱ 27日の本会議終了後に決算特別委員会を開会し，正副委員長の互選等を行う。 

ｲ 議員研修を27日午後1時から議場で実施する。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 9月28日（木）  開会 午後5時03分  散会 午後5時07分 

会議の内容 1 理事者からの発言について 

 追加議案1件（29年度一般会計補正予算） 

岡田副市長から追加提出するとの申出があり，これに伴い9月市会の日程を

別記5のとおり変更することを確認し，追加議案の取扱い等を29日に開会する

市会運営委員会で取りまとめることとする。 

2 議案の訂正について 

  議第80号の施行期日及び議第82号，83号の指定期間の始期を訂正する。 

 市会運営委員会

会議の日時 9月29日（金）  開会 午後5時01分  散会 午後5時04分 

会議の内容 1 本会議の順序及び議案の取扱いについて 

審議期間の変更 

   審議期間を11月2日まで7日間延長することを決定する。 

 議案の訂正について 
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議第80号の施行期日及び議第82号，83号の指定期間の始期を訂正することを

決定する。 

 追加議案について 

全会派：賛成 

提案説明後，委員会付託を省略し，簡易表決する。 

 今後の審査日程 

10月2日の決算特別委員会において，協議することとする。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 10月27日（金）  開会 午後0時05分  散会 午後0時09分 

会議の内容 1 今後の審議日程等について 

 委員会の審査状況 

   総務消防委員長，教育福祉委員長，まちづくり委員長，産業交通水道委員

長，予算特別委員長，決算特別委員長に出席を求め，付託議案の審査状況を確

認した。 

 今後の審議日程 

   次のとおり決定する。 

    30，31日 議員会 

     11月1日 討論結了 

          総務消防委員会，教育福祉委員会（午後2時00分） 

          まちづくり委員会，産業交通水道委員会（午後2時30分） 

          予算特別委員会，決算特別委員会（午後3時00分） 

         取りまとめ 

          市会運営委員会（午後5時30分） 

       2日 本会議 

2 理事者発言について 

 11月市会の審議日程 

岡田副市長から，11月17日に議案を発送する旨の報告がある。 

3 11月市会について 

日程案（別記6）を各会派で検討し，11月2日の本会議終了後の理事会で取りま

とめることとする。 

 市会運営委員会 

会議の日時 11月1日（水）  開会 午後7時19分  散会 午後7時35分 

会議の内容 1 2日の本会議の順序及び議案の取扱いについて 

 請願審査結果 

  ｱ 産業交通水道委員会（1件採択） 

     全会派：賛成 

簡易表決する。 

 付託議案の取扱い 
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 ｱ 予算特別委員会（議第76号 宿泊税条例の制定） 

委員会は，原案可決と査定する。 

自民，公明，民進，維新，京都：反対 

共産：議第76号について継続審査すべきとの動議を樋口英明議員が提出 

起立表決する。 

改めて原案可決と査定する。 

自民：森田守議員が賛成する討論を行う。 

共産：反対。加藤あい議員が反対する討論を行う。 

公明：大道義知議員が賛成する討論を行う。 

維新：宇佐美けんいち議員が賛成する討論を行う。 

京都：村山祥栄議員が賛成する討論を行う。 

加藤あい議員，森田守議員，大道義知議員，宇佐美けんいち議員，村山祥

栄議員の討論の後，起立表決する。 

付帯決議は，意見が分かれるものは，起立表決する。 

ｲ 総務消防委員会（議第77号 執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部

改正 ほか9件） 

  委員会は，原案可決と査定する。 

   自民，公明，民進，維新：全て賛成 

   共産：議第88号，94号～101号は反対，議第77号は賛成 

   京都：議第88号は反対，その他の議案は賛成 

  議第88号，94号～101号については起立表決し，議第77号は簡易表決する。 

ｳ 教育福祉委員会（議第79号 保育所条例の一部改正 ほか5件） 

  委員会は，原案可決と査定する。 

   自民，公明，民進，維新，京都：全て賛成 

   共産：議第107号～109号は反対，その他の議案は賛成 

  議第107号～109号については起立表決し，その他の議案3件は簡易表決する。 

ｴ まちづくり委員会（議第80号 京町家の保全及び継承に関する条例の制定 ほか

10件） 

  自民，公明，民進，維新：全て賛成 

  共産：議第81号，83号，104号は反対，その他の議案は賛成 

  京都：議第80号は反対，その他の議案は賛成。森かれん議員が議第80号に

反対する討論を行う。 

  森かれん議員の討論の後，議第80号，81号，83号，104号については起立表

決し，その他の議案7件は簡易表決する。なお，森かれん議員から発言を補完

するために物品を使用したい旨の届出書が提出されているとの報告がある。 

ｵ 産業交通水道委員会（議第89号 地方独立行政法人京都市産業技術研究所第2

期中期目標の策定 ほか1件） 

  委員会は，原案可決と査定する。 

   自民，公明，民進，維新，京都：全て賛成 

   共産：議第103号は反対，議第89号は賛成 

- 22 -



  議第103号については起立表決し，議第89号は簡易表決する。 

 付託決算等の取扱い 

ｱ 決算特別委員会（報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件） 

  委員会は，報第1号～20号は認定，議第90号～92号は原案可決と査定する。 

   自民：全て賛成。加藤昌洋議員が報第1号～16号に賛成する討論を行い，

田中たかのり議員が報第17号～20号，議第90号～92号に賛成する

討論を行う。 

   共産：報第1号，3号～5号，13号，19号は認定せず，その他の決算は認

定。議第90号～92号は賛成。玉本なるみ議員が報第1号，3号，4号

に反対する討論を行い，井上けんじ議員が報第19号に反対し，報

第17号，18号，20号に賛成する討論を行う。 

   公明：全て賛成。西山信昌議員が報第1号～20号，議第90号～92号に賛成

する討論を行う。 

   民進：全て賛成。天方浩之議員が報第1号～20号，議第90号～92号に賛成

する討論を行う。 

   維新：全て賛成。菅谷浩平議員が報第1号～16号に賛成する討論を行い，

森川央議員が報17号～20号，議第90～92号に賛成する討論を行う。 

   京都：報第1号は認定せず，その他の決算は認定。議第90～92号は賛成。大

津裕太議員が報第1号に反対する討論を行う。 

  玉本なるみ議員，加藤昌洋議員，大津裕太議員，西山信昌議員，井上けんじ

議員，天方浩之議員，菅谷浩平議員，田中たかのり議員，森川央議員の討論の

後，報第1号，3号～5号，13号，19号については起立表決し，その他の決算14

件，関連議案3件はそれぞれ簡易表決する。 

  付す意見は，意見が分かれるものは，起立表決する。 

 意見書案，決議案の取扱い 

ｱ 食品衛生管理の国際標準化を求める意見書（自，共，公，維，京，無，無，無） 

   民進：賛成 

  簡易表決する。 

ｲ 大規模災害時の法制度に関する抜本的な見直しを求める意見書（自，公，

民，維，京，無，無，無） 

   共産：賛成 

  簡易表決する。 

ｳ 小中学校におけるプログラミング必修化に関する意見書（自，公，維，無，

無，無） 

   共産，京都：反対 

   民進：賛成 

  起立表決する。 

ｴ 「ライドシェア」の慎重な検討と安心・安全で快適・便利なタクシー利用に

関する意見書（自，公，無，無，無） 

ｵ 「ライドシェア」導入に向け，利用者の安全と「白タク」行為の根絶を求め
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る意見書（維） 

   自民，公明：ｵに反対 

   共産：ｴに賛成，ｵに反対。西野さち子議員がｴに賛成し，ｵに反対する討

論を行う。 

   民進：ｴに賛成，ｵに反対 

   維新：ｴに反対 

   京都：ｴに反対，ｵに賛成 

  2件を一括議題とし，西野さち子議員の討論の後，それぞれ起立表決する。 

ｶ 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書（公，維） 

   自民，民進，京都：賛成 

   共産：賛成。山本陽子議員が賛成する討論を行う。 

  山本陽子議員の討論の後，簡易表決する。 

ｷ コメの生産調整及び直接支払制度の継続，戸別所得補償制度の復活を求める意

見書（共） 

ｸ 農業の戸別所得補償制度の法制化を求める意見書(民) 

   自民，公明，維新，京都：全て反対 

   共産：ｸに賛成。西村善美議員がｷ，ｸに賛成する討論を行う。 

   民進：ｷに反対 

  2件を一括議題とし，西村善美議員の討論の後，それぞれ起立表決する。 

ｹ 全ての原発の再稼働中止を求める意見書（共） 

   自民，公明，民進，維新，京都：反対 

   共産：やまね智史議員が賛成する討論を行う。 

  やまね智史議員の討論の後，起立表決する。 

ｺ 違法民泊対策の体制強化を求める決議(自，公，民，維，京，無，無，無) 

ｻ 違法「民泊」の対策強化を図るための人員の確保等を求める決議（共，維，京） 

   自民，公明，民進：ｻに反対 

   共産：ｺに反対，ｻに賛成。平井良人議員がｺに反対し，ｻに賛成する討論

を行う。 

  2件を一括議題とし，平井良人議員の討論の後，それぞれ起立表決する。 

ｼ 2025年国際博覧会の誘致に関する決議（自，公，維，無，無，無） 

   民進，京都：反対 

   共産：反対。井坂博文議員が反対する討論を行う。 

  井坂博文議員の討論の後，起立表決する。 

2 その他について 

  2日の本会議は，午前10時に開会することに決定する。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 11月2日（木）  開会 午後2時58分  散会 午後2時59分 

会議の内容 1 11月市会の審議日程について 

日程（案）（別記7）のとおり確認し，11月17日に開会する市会運営委員会で決
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定する。11月17日及び22日に開会する市会運営委員会は，午前10時に開会するこ

ととする。 

2 特記事項 

本日以降の市会運営委員会及び理事会には，オブザーバーとして，日本維新の

会から宇佐美けんいち議員が出席することとする。 
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（別記2） 

月　日 曜日 備　　考

7 　９・ １４ 木 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・ １５ 金

5 　　・ １６ 土

4 　　・ １７ 日

3 　　・ １８ 月祝

2 　　・ １９ 火

1 　　・ ２０ 水 市会運営委員会

1 　　・ ２１ 木 10:00 本会議　 　　　　

2 　　・ ２２ 金 委員会

3 　　・ ２３ 土

4 　　・ ２４ 日

5 　　・ ２５ 月 (議員会）

6 　　・ ２６ 火 委員会(討論結了）－市会運営委員会

7 　　・ ２７ 水 10:00 本会議

8 　　・ ２８ 木 10:00 本会議（代表質問）

9 　　・ ２９ 金 10:00 本会議（代表質問）

10 　　・ ３０ 土

11 １０・　１ 日

12 　　・  ２ 月

13 　　・  ３ 火

14 　　・  ４ 水

15 　　・  ５ 木

16 　　・  ６ 金

17 　　・  ７ 土

18 　　・  ８ 日

19 　　・  ９ 月祝

20 　　・ １０ 火

21 　　・ １１ 水 　　　　　　委員会

22 　　・ １２ 木

23 　　・ １３ 金

24 　　・ １４ 土

25 　　・ １５ 日 自治記念日

26 　　・ １６ 月

27 　　・ １７ 火 　　　（決算特別委員会（総括質疑①））

28 　　・ １８ 水 　　　（決算特別委員会（総括質疑②））

29 　　・ １９ 木

30 　　・ ２０ 金

31 　　・ ２１ 土

32 　　・ ２２ 日

33 　　・ ２３ 月 (議員会）

34 　　・ ２４ 火 (議員会）

35 　　・ ２５ 水 委員会(討論結了）－市会運営委員会

36 　　・ ２６ 木 10:00 本会議　

９　月　市　会　　日　程　（案）
（２９．９．１４）

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等
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代 表 質 問 時 間 割 （案）

＊ 交 渉 会 派：基本時間１９分＋４分×議員数   

＊ 非交渉会派：７．５分×議員数 

（答弁は質問時間の６割）（５７６分）

［第１日目］

 １０：００

１０：０４

１１：５０

（休憩７０分）          自  民：１５８分  質問  ９９分

答弁  ５９分

１３：００

１３：０３

１３：５５

（休憩２０分）          共  産：１４６分  質問  ９１分

 答弁  ５５分

１６：４１

［第２日目］

１０：００            

１０：０４            

公  明：１０１分  質問  ６３分

                            答弁  ３８分

 １１：４５

 （休憩７５分）

 １３：００

 １３：０３

                 民  進： ７５分  質問  ４７分

                            答弁  ２８分

１４：１８

                  維  新： ４８分  質問  ３０分

                             答弁  １８分

 １５：０６

 （休憩２０分）          

 １５：２６        

                  京  都： ４８分  質問  ３０分 

                             答弁  １８分

 １６：１４   

（別記3） 
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代 表 質 問 時 間 割

［９月２８日（木）］

 １０時００分       開        議

 １０時０４分       

             （井 上 与一郎 議員） 質問時間  ２５分

答弁時間  １５分

１０時４４分 

             （繁    夫 議員） 質問時間  ２５分

答弁時間  １５分

１１時２４分 

           （中 村 三之助 議員） 質問時間  ２５分

                        答弁時間  １５分

１１時４６分

（休憩７４分）

１３時００分       再        開

１３時０３分

１３時２１分

（加 藤 昌 洋 議員） 質問時間  ２４分

答弁時間  １４分

１３時５９分

（玉 本 なるみ 議員） 質問時間  ３１分

答弁時間  １９分

１４時４９分

（休憩２０分）

１５時０９分  再        開

（赤 阪   仁 議員） 質問時間  ３０分

                          答弁時間  １８分

１５時５７分

（平 井 良 人 議員） 質問時間  ３０分

                          答弁時間  １８分

１６時４５分

※ 開議，再開の１分前にベルを入れる。

（別記4） 
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 代 表 質 問 時 間 割

［９月２９日（金）］

 １０時００分       開        議

 １０時０４分       

             （曽 我   修 議員） 質問時間  ２１分

答弁時間  １３分

１０時３８分 

             （平山 よしかず 議員） 質問時間  ２１分

答弁時間  １３分

１１時１２分 

（ひおき 文 章 議員） 質問時間  ２１分

                        答弁時間  １３分

１１時４６分

（休憩７４分）

１３時００分       再        開

１３時０３分

           （安 井 つとむ 議員） 質問時間  ２４分

答弁時間  １４分

１３時４１分

（山本 ひろふみ 議員） 質問時間  ２３分

答弁時間  １４分

  １４時１８分

             （宇佐美 けんいち議員） 質問時間  １７分

                       答弁時間  １０分

  １４時４５分     

          （森 川   央 議員） 質問時間   ３分

                       答弁時間   ２分

１４時５０分     

           （こうち 大 輔 議員） 質問時間  １０分

                        答弁時間   ６分

１５時０６分

 （休憩２０分）

  １５時２６分       再        開

             （大 津 裕 太 議員） 質問時間  １５分

                          答弁時間   ９分

  １５時５０分

             （森   かれん 議員） 質問時間  １５分

                          答弁時間   ９分

  １６時１４分

※ 開議，再開の１分前にベルを入れる。
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月　日 曜日 備　　考

7 　９・ １４ 木 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・ １５ 金

5 　　・ １６ 土

4 　　・ １７ 日

3 　　・ １８ 月祝

2 　　・ １９ 火

1 　　・ ２０ 水 市会運営委員会

1 　　・ ２１ 木 10:00 本会議　 　　　　

2 　　・ ２２ 金 委員会

3 　　・ ２３ 土

4 　　・ ２４ 日

5 　　・ ２５ 月 (議員会）

6 　　・ ２６ 火 委員会(討論結了）－市会運営委員会

7 　　・ ２７ 水 10:00 本会議

8 　　・ ２８ 木 10:00 本会議（代表質問）

9 　　・ ２９ 金 10:00 本会議（代表質問） 市会運営委員会

10 　　・ ３０ 土

11 １０・　１ 日

12 　　・  ２ 月 10 :00 本会議　

13 　　・  ３ 火

14 　　・  ４ 水 　　　　　委員会

15 　　・  ５ 木

16 　　・  ６ 金

17 　　・  ７ 土

18 　　・  ８ 日

19 　　・  ９ 月祝

20 　　・ １０ 火

21 　　・ １１ 水

22 　　・ １２ 木

23 　　・ １３ 金

24 　　・ １４ 土

25 　　・ １５ 日 自治記念日

26 　　・ １６ 月

27 　　・ １７ 火

28 　　・ １８ 水

29 　　・ １９ 木

30 　　・ ２０ 金

31 　　・ ２１ 土

32 　　・ ２２ 日

33 　　・ ２３ 月         委員会

34 　　・ ２４ 火

35 　　・ ２５ 水

36 　　・ ２６ 木 　    （決算特別委員会（総括質疑①））

37 　　・ ２７ 金       （決算特別委員会（総括質疑②））

38 　　・ ２８ 土

39 　　・ ２９ 日

40 　　・ ３０ 月 (議員会）

41 　　・ ３１ 火 (議員会）

42 １１・　１ 水 委員会(討論結了）－市会運営委員会

43 　　・  ２ 木 10 :00 本会議　

９　月　市　会　　日　程　（変更案）
（２９．９．２８）

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等

（別記5）
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月　日 曜日 備　考

7  11・17 金 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・18 土

5 　　・19 日

4 　　・20 月

3 　　・21 火

2 　　・22 水 市会運営委員会

1 　　・23 木祝

1 　　・24 金 10:00 本会議

2 　　・25 土

3 　　・26 日

4 　　・27 月 市会運営委員会

5 　　・28 火 10:00 本会議

6 　　・29 水 10:00 本会議（代表質問）

7 　　・30 木

8  12・ 1 金              委員会

9 　　・ 2 土

10 　　・ 3 日

11 　　・ 4 月

12 　　・ 5 火 　　　　　　 (議員会）

13 　　・ 6 水 　　　　　　 (議員会）

14 　　・ 7 木 委員会(討論結了）－市会運営委員会

15 　　・ 8 金 10:00 本会議　

１１　月　市　会　日　程　（案）
（２９．１０．２７）

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等

（別記6） 
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（別記7） 

月　日 曜日 備　考

7  11・17 金 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・18 土

5 　　・19 日

4 　　・20 月

3 　　・21 火

2 　　・22 水 市会運営委員会

1 　　・23 木祝

1 　　・24 金 10:00 本会議

2 　　・25 土

3 　　・26 日

4 　　・27 月 市会運営委員会

5 　　・28 火 10:00 本会議

6 　　・29 水 10:00 本会議（代表質問）

7 　　・30 木

8  12・ 1 金              委員会

9 　　・ 2 土

10 　　・ 3 日

11 　　・ 4 月

12 　　・ 5 火 　　　　　　 (議員会）

13 　　・ 6 水 　　　　　　 (議員会）

14 　　・ 7 木 委員会(討論結了）－市会運営委員会

15 　　・ 8 金 10:00 本会議　

１１　月　市　会　日　程　（案）
（２９．１１．２）

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等
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 総務消防委員会 

会議の日時 8月21日（月）  開会 午前10時01分  散会 午後4時45分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・「京都市住みたい・訪れたいまちづくりに係る財源の在り方に関する検討委員

会」からの答申の受理について 

 ・文化庁移転協議会（第4回）における取りまとめ結果について 

 ・京都市中央卸売市場「賑わいゾーン」の活用に係る契約候補事業者の選定に

ついて 

・京都市大型汎用コンピュータオープン化事業について 

2 一般質問 

 ・平成28年度決算概要について 

 ・大飯原発の再稼働について 

 ・消防団総合査閲の日程について 

 ・糸魚川市火災を踏まえた火災対策について 

 ・大宮消防出張所の廃止について 

 ・消防学校の共同化について 

3 要求資料 

 ・京都市中央卸売市場第一市場「賑わいゾーン」の活用に係る公募における各

応募事業者の審査項目別評価点について 

 総務消防委員会 

会議の日時 9月4日（月）  開会 午前10時01分  散会 午後3時11分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・北消防署紫明消防出張所（旧室町消防出張所）の運用開始について 

 ・「我が家の防災行動シール」等の作成・配布について 

 ・平成30年度「大都市財政の実態に即応する財源の拡充についての要望」につ

いて 

2 一般質問 

 ・大宮消防出張所の廃止について 

 ・サービス事業推進室の移転について 

 ・文化庁の京都移転について 

 ・大型汎用コンピュータオープン化事業について 

 ・政治活動と選挙活動に関する事務の選挙管理委員会の認識について 

3 要求資料 

 ・大宮消防出張所廃止に伴うシミュレーション結果について 

■ 常任委員会
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 総務消防委員会 

会議の日時 10月24日（火）  開会 午前10時02分  散会 午後5時00分 

会議の内容 1 付託議案審査 10件 

 ・議第77号 執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部改正 

 ・議第88号 公立大学法人京都市立芸術大学第2期中期目標の策定 

 ・議第94号 本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事請負契約の変更 

 ・議第95号 本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事（電気設備工事）

請負契約の変更 

 ・議第96号 本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事（衛生設備工事）

請負契約の変更 

 ・議第97号 本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築工事（空気調和設備工

事）請負契約の変更 

 ・議第98号 分庁舎（仮称）新築工事請負契約の変更 

 ・議第99号 分庁舎（仮称）新築工事（電気設備工事）請負契約の変更 

 ・議第100号 分庁舎（仮称）新築工事（衛生設備工事）請負契約の変更 

 ・議第101号 分庁舎（仮称）新築工事（空気調和設備工事）請負契約の変更 

2 請願審査 

  継続審査 1件 

3 陳情審査 

 ・陳情第92号 宿泊税制度案の見直し 

4 報告事項 

 ・大型汎用コンピュータオープン化事業における一括処理システム開発等に係

る契約の解除及びこれに伴う株式会社システムズへの損害賠償等の請求につ

いて 

5 一般質問 

 ・台風21号の被害状況について 

・「大都市財政の実態に対応する財源の拡充についての要望」について 

・職員の市内居住の促進について 

・職制について 

・期日前投票について 

・女性消防史員の環境整備について 

・非常用発電機の点検について 

6 要求資料 

 ・国が取りまとめた女性消防吏員のための環境整備についての先進的な事例に

ついて 

 総務消防委員会 

会議の日時 11月1日（水）  開会 午前3時14分  散会 午後3時19分 

会議の内容 1 付託議案審査 10件（討論結了） 

- 34 -



 会派等の検討結果 

自民，公明，民進，維新，無：全て賛成 

   共産：議第88号，議第94号～101号は反対，議第77号は賛成 

   京都：議第88号は反対，議第77号，議第94号～101号は賛成 

 審査結果 

表決の結果，議第88号，94号～101号は挙手多数，議第77号は全会一致によ

り全て可決することに決定する。 

 文化環境委員会 

会議の日時 8月22日（火）  開会 午前10時01分  散会 午後3時53分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・京都市美術館屋外彫刻作品「空にかける階段 ’88－Ⅱ」の移設について 

 ・私有地に係る客引き行為禁止区域の指定（告示）について 

 ・南部クリーンセンター第二工場（仮称）の環境学習施設（素案）について 

2 一般質問 

・人権啓発パネル展について 

・区役所，支所の組織改編について 

・交通安全対策について 

・エネルギー政策について 

3 要求資料 

 ・京都市美術館屋外彫刻作品「空にかける階段 ’88－Ⅱ」の移設に係る契約内容

の変遷と契約変更日，契約金額について 

 ・京阪ホテルズ&リゾーツ株式会社からの客引き行為禁止区域指定に関する要望

書について 

 文化環境委員会 

会議の日時 9月5日（火）  開会 午前10時02分  散会 午後2時16分 

会議の内容 1 一般質問 

 ・ごみ袋等ごみ減量について 

 ・スポーツ施設の設備等の管理運営状況について 

 ・美術館屋外彫刻作品移設の経過と今後の在り方について 

 ・キャンパス文化パートナーズ制度について 

 ・町内会の在り方について 

 ・美術館再整備に伴う市民アトリエの代替施設の確保等について 

 ・LGBTの対応について 

2 要求資料 

 ・国等への拡大生産者責任に関する要望状況について 

 ・工期の変更に伴う契約金額変更額の見積内容が分かる資料について 
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 ・屋外彫刻作品「空にかける階段 ’88－Ⅱ」のカルテについて 

 文化環境委員会 

会議の日時 10月25日（水）  開会 午前10時01分  散会 午後2時07分 

会議の内容 1 陳情審査 

 ・陳情第77号 美術館展示作品の横倒し案の中止 

 ・陳情第82号 文化環境委員会資料の修正等 

 ・陳情第83号 美術館再整備における貸館スペースの確保等 

2 報告事項 

 ・京都議定書誕生20周年記念 地球環境京都会議2017（KYOTO＋20）について 

 ・京都市美術館ネーミングライツ契約に基づく各施設の通称名の決定について 

3 一般質問 

 ・木質バイオマスエネルギーの活用について 

4 要求資料  

 ・京都市美術館における貸館実績について（平成26年度～28年度平均） 

 ・京都市美術館本館休館中の貸館利用団体の動向（平成29年度） 

 教育福祉委員会 

会議の日時 8月9日（水）  開会 午前10時05分  散会 午後6時03分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・敬老乗車証制度に関する市民アンケート等について 

 ・京北地域小中一貫教育校検討協議会について 

2 一般質問 

・住宅宿泊事業法に関わる要望について 

・市民ボランティアによる健康づくりの取組について 

・成年後見制度について 

・柏野小学校と翔鸞小学校の統合について 

・北区の学校の統合について 

・LGBTの取組の現状と課題について 

・図書館における障害のある方への支援策について 

・小学校での外国語活動について 

・子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 

・児童虐待問題について 

・ひとり親家庭の貧困対策について 

3 要求資料 

 ・敬老乗車証制度に係る交付金の決算状況（過去5年）について 

 ・敬老乗車証制度に負担金を導入した経過について 

 ・京北地域小中一貫教育校通学服（標準服）の着用に関するアンケート及びその
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結果について 

教育福祉委員会 

会議の日時 8月23日（水）  開会 午前10時01分  散会 午後4時57分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・子ども若者はぐくみ局創設に伴う子ども・若者に係る計画及び審議会の一体化

について 

 ・「京都市いじめの防止等取組指針」の改定（案）について 

 ・新たな特別養護老人ホームの整備促進策について～安心安全の高齢化社会の実

現に向けて～ 

2 一般質問 

・崇仁保育所の移転について 

・附属機関における青少年委員の登用について 

・児童館における大学生による学習支援について 

・就学援助制度について 

・元六条院小学校の今後の活用について 

・国保高額医療に係る要綱改正について 

・京北病院細野診療所の診察日の変更について 

・国保人間ドックについて 

・介護保険総合事業の評価について 

3 要求資料 

 ・学年ごとのいじめ認知件数とその態様について（平成27年度） 

 教育福祉委員会

会議の日時 9月13日（水）  開会 午前10時02分  散会 午後4時35分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・教職員の懲戒処分について 

 ・「京都市子ども・子育て支援事業計画」に係る中間年の見直しについて 

 ・幼保連携型以外の認定こども園に係る認定権限の移譲に伴う本市基準案に対す

る市民意見募集について 

2 一般質問 

 ・ももの木学園における教育内容について 

 ・学習支援事業について 

 ・国保の都道府県単位化の状況について 

 ・障害者の就労支援について 

 ・生活保護について 

 ・自殺対策について 

 ・介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況と課題について 

3 要求資料 
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 ・生活保護住宅扶助限度額見直し後の本市の状況について 

 教育福祉委員会 

会議の日時 10月24日（火）  開会 午前10時02分  散会 午後2時46分 

会議の内容 1 付託議案審査 6件 

 ・議第79号 保育所条例の一部を改正する条例の制定 

 ・議第106号 京都市立久世西小学校増築工事請負契約の変更 

 ・議第107号 向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事請負契約の変更 

 ・議第108号 向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事（電気設備工事）請負契

約の変更 

・議第109号 向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事（空気調和設備工事）請

負契約の変更 

・議第110号 京都市立醍醐中学校増築工事請負契約の変更 

2 陳情審査 

・陳情第78号 福島第一原発事故被災者への健診保障の要請等 

・陳情第84号 簡易宿所設置の指導（伏見区桃山町） 

3 報告事項 

・修学院保育所及び淀保育所の移管先の候補となる法人の選定結果について 

4 一般質問 

 ・京都こども文化会館の在り方について 

 ・病児保育の状況について 

 ・民間保育園における職員の残業と年休消化の実態について 

 ・「京都市にふさわしい民泊の在り方検討会議」の委員の選任について 

 ・生活保護受給者の年金の受給手続について 

 ・ヘルプカードについて 

 ・動物愛護について 

5 要求資料 

 ・京都こども文化会館が開催する自主企画事業について（平成28年度） 

 ・京都こども文化会館を利用する団体へのヒアリング結果について 

 教育福祉委員会 

会議の日時 11月1日（水）   開会 午後3時14分  散会 午後3時17分 

会議の内容 1 付託議案審査 6件（討論結了） 

 会派等の検討結果 

自民，公明，民進，維新，京都：全て賛成 

共産：議第107号～109号は反対，その他の議案3件は賛成。議第106号，議

第110号に1個の付帯決議を付す。 

 審査結果 

ｱ 表決の結果，議第81号，83号，104号は挙手多数，その他の議案3件は全会
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一致により全て可決することに決定する。 

ｲ 付帯決議の取りまとめは，正副議長と各会派の代表に一任し，調整の結

果，議第106号及び110号に1個の付帯決議を付さないことに決定する。 

 まちづくり委員会 

会議の日時 8月10日（木）   開会 午前10時02分  散会 午後0時22分 

会議の内容 1 一般質問 

 ・市営住宅における課題の検討状況等について 

 ・住宅宿泊事業法に係る国への要望について 

 ・京都駅八条口におけるタクシー第2待機場のトイレの改善について 

 ・市街化調整区域での特別養護老人ホームの整備について 

 ・市営住宅のアスベスト対策について 

 ・改良住宅の公募の推進について 

 ・民泊について 

 ・民間バス事業者によるバス待ち環境改善事業について 

 ・右京区梅ケ畑斜面の崩壊について 

 ・JR奈良線複線化の第一御陵踏切の廃止について 

 ・土木2号体制と台風5号による被害状況について 

 ・向日町上鳥羽線の整備計画について 

2 要求資料 

 ・「民泊」対策プロジェクトチームにおける最近の主な検討内容について 

 まちづくり委員会 

会議の日時 8月31日（木）   開会 午前10時01分  散会 午後5時27分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・「洛西口～桂 駅間プロジェクト」整備計画概要について 

 ・「歴史的景観の保全に関する具体的施策（素案）」に対する市民意見募集の結

果について 

 ・トンネル緊急点検の結果について 

 ・「市街地緑化の在り方」の策定について 

 ・「あなたもまちの樹ペアレント制度」の創設について 

 ・「大宮交通公園のあり方について」の答申について 

 ・ラクト山科A棟ホテル施設の公募による売却について 

2 一般質問 

 ・JR西大路駅のバリアフリー化について 

 ・分譲マンションの管理組合に発送された文書について 

 ・歩くまち・京都の観点から交通安全問題について 

 ・立て看板について 

 ・横断歩道の撤去方針と道路の安全対策について 
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 ・奈良線複線化に伴う第一御陵踏切の廃止について 

 ・道路ふれあい月間の活動について 

 ・みやこ杣木の普及の現状と今後の展開について 

3 要求資料 

 ・他都市の公園に係る民間活力の活用の例について 

 ・公園を消防施設に転換した事例について 

 まちづくり委員会 

会議の日時 10月24日（火）   開会 午前10時02分  散会 午後2時43分 

会議の内容 1 付託議案審査 11件 

 ・議第80号 京町家の保全及び継承に関する条例の制定 

 ・議第81号 都市緑地法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定 

 ・議第82号 指定管理者の指定（都市計画局関係） 

 ・議第83号 指定管理者の指定（都市計画局関係） 

 ・議第84号 市道路線の認定 

 ・議第85号 市道路線の廃止 

 ・議第86号 向日市道路線の認定の承諾 

 ・議第87号 訴えの提起 

 ・議第93号 一級河川西羽束師川支川改修工事請負契約の締結 

 ・議第104号 楽只市営住宅新築工事請負契約の変更 

 ・議第105号 醍醐南市営住宅改修工事請負契約の変更 

2 陳情審査 

 ・陳情第79号 京町家保存・活用推進条例（仮称）の取組強化 

 ・陳情第85～88号 JR奈良線第一御陵踏切廃止計画づくりの中止 

 ・陳情第89号 JR奈良線複線化に伴う第一御陵踏切廃止案の見直し 

 ・陳情第90号 JR奈良線第一御陵踏切廃止計画づくりの中止 

 ・陳情第91号 JR奈良線第一御陵踏切廃止計画づくりの中止 

3 一般質問 

 ・市営住宅の火災警報器の交換に係る取組について 

 ・京都駅八条口待機場について 

 ・台風21号の影響について 

 ・渡月橋上流部における災害対策について 

 ・嵐山の水害対策について 

 ・花脊トンネルについて 

 ・宝が池公園について 

4 要求資料 

 ・JR奈良線の高速化・複線化第二期事業における確認書について 

5 特記事項 

 ・都市計画局に対する「京都市生産緑地地区の区域の規模に関する条例」（案）
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に関する市民意見募集についての報告聴取の際，産業観光局の理事者にも出

席を求め，質疑を行った。 

 まちづくり委員会 

会議の日時 11月1日（水）   開会 午後3時27分  散会 午後3時33分 

会議の内容 1 付託議案審査 11件（討論結了） 

 会派等の検討結果 

自民，公明，民進，維新，無，無：全て賛成 

共産：議第81号，83号，104号は反対，その他の議案は賛成。議第80号，

105号に1個の付帯決議を付す。 

 審査結果 

ｱ 表決の結果，議第81号，83号，104号は挙手多数，その他の議案8件は全会

一致により全て可決することに決定する。 

ｲ 付帯決議の取りまとめは，正副委員長と各会派の代表に一任し，調整の結

果，議第80号及び105号に1個の付帯決議を付さないことに決定する。 

 産業交通水道委員会 

会議の日時 8月10日（木）  開会 午前10時02分  散会 午後4時18分 

会議の内容 1 報告事項

 ・職員の懲戒処分について

 ・「新風館跡地」建設予定の複合商業施設と地下鉄烏丸御池駅との地下接続につ

いて 

 ・地下鉄東西線西大路御池駅4番出入口における新たな通行口の設置について 

 ・市バス・京都バス一日乗車券カード等の価格案及び市バスの前乗り後降り方

式の実証実験案について 

 ・第1回「京都市交通局市バス・地下鉄事業経営ビジョン検討委員会」の開催に

ついて 

2 一般質問 

 ・山科地域における民間バスのバス待ち環境などの状況について 

・京都国際マンガ・アニメフェア（京まふ）2017について 

3 要求資料 

 ・京都市高速鉄道烏丸線烏丸御池駅と複合商業施設との地下接続に関する契約 

 ・「山科区公共交通利用促進協議会」及び「洛西地域公共交通利便性向上検討ワ

ーキンググループ」における議題等について 

 産業交通水道委員会 

会議の日時 8月25日（金）  開会 午前10時02分  散会 午後5時47分 
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会議の内容 1 報告事項 

 ・北大路バスターミナルのリニューアルについて 

 ・市バス・京都バス一日乗車券カード等の新価格等及びトラフィカ京カードにお

ける乗継割引額の拡充（案）について 

 ・上下水道局の次期経営ビジョン骨子案に関する市民意見募集について 

 ・「京の水道 疏水物語」の新たな名称に関するアンケート調査の結果及び新た

な名称の決定について 

2 一般質問 

 ・市バス「おもてなしコンシェルジュ」の岡崎ループへの添乗について 

 ・河原町周辺から京都テルサへのバス路線について 

 ・地下鉄烏丸線ホームにおける可動式ホーム柵設置に向けた今後の方向性について 

 ・米の減反政策の現状について 

 ・中央卸売市場における賑わいゾーンの事業者決定について 

 ・住宅宿泊事業法（民泊新法）に係る条例の策定について 

 ・京都伝統産業ふれあい館リニューアル事業について 

 ・中央卸売市場の賑わいゾーンについて 

 ・商店街の空き店舗対策について 

 ・住宅宿泊事業法に係る国への要望について 

 ・商業振興施策について 

3 要求資料 

 ・京都市商業振興アドバイザリー会議の委員構成及び審議内容について 

 産業交通水道委員会 

会議の日時 10月25日（水）  開会 午前10時03分  散会 午後6時20分 

会議の内容 1 付託議案審査 2件 

 ・議第89号 地方独立行政法人京都市産業技術研究所第2期中期目標の策定 

 ・議第103号 中央卸売市場第一市場整備工事（花屋町駐車場棟新築工事）請負契

約の変更 

2 請願審査 

  継続審査 1件 

3 陳情審査 

 ・陳情第80号 全国森林環境税創設の要請 

 ・陳情第81号 地下鉄烏丸線北大路駅における可動式ホーム柵の早期設置 

 ・陳情第93号 市バス・京都バス一日乗車券カードの値上げ反対及び利用範囲の

拡大 

4 報告事項 

 ・職員の懲戒処分について 

 ・市バス錦林出張所（京都バス委託）において発生した運賃窃盗事案及び京都バ 

スへの損害賠償請求について 

 ・市バス運転士の新たな採用方式の導入について 
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 ・市バス・京都バス一日乗車券カード等の新名称（案）について 

 ・京都市中央卸売市場第一市場内敷地の一部範囲における土壌汚染対策法に基づ

く区域指定について 

2 一般質問 

 ・地下鉄駅の更なる魅力向上について 

 ・市バス・地下鉄にシニアカーが乗車する際の対応について 

 ・市バスの前乗り後降りの実証実験の実施状況について 

3 特記事項 

 ・請願第44号の審査において，紹介議員である隠塚功議員及び国本友利議員が委

員外議員として出席した。 

 産業交通水道委員会 

会議の日時 11月1日（水）  開会 午後3時27分  散会 午後3時33分 

会議の内容 1 付託議案審査 2件（討論結了） 

 会派等の検討結果 

自民，公明，民進，維新，京都：全て賛成 

共産：議第103号は反対，議第89号は賛成 

 審査結果 

表決の結果，議第103号は挙手多数，議第89号は全会一致により可決するこ

とに決定する。 
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 予算特別委員会 

会議の日時 9月21日（木）  開会 午前11時04分  散会 午前11時05分 

会議の内容 1 正副委員長の互選 

委 員 長  西 村 義 直 委員 

副委員長  下 村 あきら 委員 

くらた 共 子 委員 

平 山よしかず 委員 

山 本ひろふみ 委員 

しまもと京 司 委員 

ほ り 信 子 委員 

2 分科会の設置 

  別記8のとおり3個の分科会を設置することを決定する。 

3 分科会委員の選任 

  別記9のとおり選任することを決定する。 

4 審査日程   

審査日程案（別記10）のとおりとする。 

 予算特別委員会第１分科会・第２分科会・第３分科会合同分科会 

会議の日時 9月21日（木）  開会 午前11時05分  散会 午前11時06分 

会議の内容 1 正副主査の互選 

  第1分科会  主 査  平 山よしかず 副委員長 

        副主査  ほ り 信 子 副委員長 

第2分科会  主 査  下 村 あきら 副委員長 

        副主査  山 本ひろふみ 副委員長 

第3分科会  主 査  くらた 共 子 副委員長 

        副主査  しまもと京 司 副委員長 

2 審査日程 

審査日程案を（別記10）のとおりとする。 

 予算特別委員会第１分科会 

会議の日時 9月22日（金）  開会 午前10時02分  散会 午後4時11分 

会議の内容 1 付託議案審査（行財政局，総合企画局，文化市民局質疑） 

・議第74号 29年度一般会計補正予算 

・議第75号 29年公共下水道事業特別会計補正予算 

・議第76号 宿泊税条例の制定 

・議第78号 執行機関の付属機関の設置等に関する条例の一部改正 

・議第102号 美術館再整備工事請負契約の変更 

■ 予算・決算特別委員会 
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2 要求資料 

・宿泊税の使途として想定される施策（例）について 

 予算特別委員会第２分科会 

会議の日時 9月22日（金）  開会 午前10時02分  散会 午前11時51分 

会議の内容 1 付託議案審査（保健福祉局，子ども若者はぐくみ局，教育委員会質疑） 

・議第74号 29年度一般会計補正予算 ほか4件 

2 要求資料 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所の開設準備経費の内訳について（鳥

羽ホーム ホームヘルプサービスセンター（仮称）） 

・新入学学用品費（就学援助）入学前支給について 

 予算特別委員会第３分科会 

会議の日時 9月22日（金）  開会 午前10時05分  散会 午後2時05分 

会議の内容 1 付託議案審査（上下水道局質疑） 

・議第74号 29年度一般会計補正予算 ほか4件 

2 要求資料 

・下水汚泥固形燃料化事業の導入に当たってコンサルティング会社に依頼した調

査・検討事項等 

・下水汚泥の発生量の見込み及び今後の処理体制の考え方 

・下水汚泥固形燃料化事業に係る事業費の他都市比較 

・下水汚泥固形燃料化事業に係る事業手法の比較 

・下水汚泥固形燃料化事業の導入効果 

 予算特別委員会 

会議の日時 9月26日（火）  開会 午後2時02分  散会 午後2時11分 

会議の内容 1 付託議案審査 4件（討論結了） 

 修正案の提出 

委員長から，議第74号については市会議員全員から共同で，修正案が出され

ているとの報告があった。 

 会派の検討結果 

自民，公明，民進，京都，無，無，無：議第76号は継続審査を求め，議第74

号の修正案及び議第74号の修正部分

を除く原案並びにその他の議案3件

については賛成。 

共産：議第102号は反対，議第76号は継続審査を求め，議第74号の修正案及び

議第74号の修正部分を除く原案並びにその他の議案2件は賛成。議第75

号，議第78号に1個の付帯決議を付す。 

維新：議第76号は継続審査を求め，議第74号の修正案及び議第74号の修正部

分を除く原案並びにその他の議案3件は賛成。議第75号に1個の付帯決
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議を付す。 

 審査結果 

ｱ 議第74号については，修正案及び修正案を除く残余の部分については，全会一

致により可決することに決定する。 

ｲ その他の議案については，表決の結果，議第102号は挙手多数，議第75号及び78

号は全会一致により可決することに決定する。 

ｳ 付帯決議の取りまとめは，正副委員長と各会派の代表に一任し，調整の結

果，付さないことに決定する。 

ｴ 議第76号については，討論結了とせず，継続して審査することで決定する。 

 予算特別委員会 

会議の日時 11月1日（水）  開会 午後3時50分  散会 午後3時55分 

会議の内容 1 付託議案審査 1件 議第76号（討論結了） 

 継続審査の動議 

共産：継続審査を求める。 

表決の結果，挙手少数で否決された。 

 会派の検討結果 

自民，維新：賛成。3個の付帯決議を付す。 

共産：反対。 

公明：賛成。4個の付帯決議を付す。 

民進，京都：賛成。1個の付帯決議を付す。 

無，無，無：賛成。 

 審査結果 

ｱ 表決の結果，挙手多数により可決することに決定する。 

ｲ 付帯決議の取りまとめは，正副委員長と各会派の代表に一任し，調整の結

果，6個の付帯決議を付すことに決定する。 

 決算特別委員会 

会議の日時 9月27日（水）  開会 午前10時45分  散会 午前10時46分 

会議の内容 1 正副委員長の互選 

委 員 長  西 村 義 直 委員 

副委員長  下 村 あきら 委員 

くらた 共 子 委員 

平 山よしかず 委員 

山 本ひろふみ 委員 

しまもと京 司 委員 

ほ り 信 子 委員 

2 分科会の設置 

  別記11のとおり3個の分科会を設置することを決定する。 

3 分科会委員の選任 
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  別記12のとおり選任することを決定する。 

 決算特別委員会第１分科会・第２分科会・第３分科会合同分科会 

会議の日時 9月27日（水）  開会 午前10時46分  散会 午前10時47分 

会議の内容 1 正副主査の互選 

  第1分科会  主 査  平 山よしかず 副委員長 

        副主査  ほ り 信 子 副委員長 

第2分科会  主 査  下 村 あきら 副委員長 

        副主査  山 本ひろふみ 副委員長 

第3分科会  主 査  くらた 共 子 副委員長 

        副主査  しまもと京 司 副委員長 

 決算特別委員会 

会議の日時 10月2日（月）  開会 午前10時06分  散会 午後3時01分 

会議の内容 1 審査日程   

審査日程案（別記13）のとおりとする。 

1 付託決算審査（書類調査） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 

・報第2号 28年度母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳入歳出決算 

・報第3号 28年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

・報第4号 28年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

・報第5号 28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

・報第6号 28年度地域水道特別会計歳入歳出決算 

・報第7号 28年度京北地域水道特別会計歳入歳出決算 

・報第8号 28年度特定環境保全公共下水道特別会計歳入歳出決算 

・報第9号 28年度中央卸売市場第一市場特別会計歳入歳出決算 

・報第10号 28年度中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計歳入歳出決算 

・報第11号 28年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

・報第12号 28年度土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算 

・報第13号 28年度駐車場事業特別会計歳入歳出決算 

・報第14号 28年度土地取得特別会計歳入歳出決算 

・報第15号 28年度市公債特別会計歳入歳出決算 

・報第16号 28年度市立病院機構病院事業債特別会計歳入歳出決算 

・報第17号 28年度水道事業特別会計決算 

・報第18号 28年度公共下水道事業特別会計決算 

・報第19号 28年度自動車運送事業特別会計決算 

・報第20号 28年度高速鉄道事業特別会計決算 

・議第90号 28年度自動車運送事業特別会計未処分利益剰余金の処分 

・議第91号 28年度水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分 

・議第92号 28年度公共下水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分 
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 決算特別委員会第１分科会 

会議の日時 10月3日（火）  開会 午前10時02分  散会 午後4時31分 

会議の内容 1 説明聴取（環境政策局，行財政局，総合企画局，文化市民局，会計室，消防局，

選挙管理委員会事務局，人事委員会事務局，監査事務局，市会事務局） 

・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

2 付託決算審査（行財政局質疑） 

 決算特別委員会第２分科会 

会議の日時 10月3日（火）  開会 午前10時02分  散会 午前11時18分 

会議の内容 1 説明聴取（保健福祉局，子ども若者はぐくみ局，都市計画局，建設局，教育委員会）

・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第３分科会 

会議の日時 10月3日（火）  開会 午前10時03分  散会 午前11時30分 

会議の内容 1 説明聴取（産業観光局，交通局，上下水道局） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第１分科会 

会議の日時 10月4日（水）  開会 午前10時02分  散会 午後5時13分 

会議の内容 1 付託決算審査（会計室，選挙管理員会事務局，人事委員会事務局，監査事務局，

行財政局質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第２分科会 

会議の日時 10月4日（水）  開会 午前10時04分  散会 午後5時44分 

会議の内容 1 付託決算審査（保健福祉局質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

2 要求資料 

 ・ホームレス緊急一時宿泊事業実施施設の名称・場所及び食事内容について 

 決算特別委員会第３分科会 

会議の日時 10月4日（水）  開会 午前10時04分  散会 午後5時35分 

会議の内容 1 付託決算審査（産業観光局質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第１分科会 

会議の日時 10月5日（木）  開会 午前10時02分  散会 午後5時50分 
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会議の内容 1 付託決算審査（市会事務局，総合企画局，消防局質疑）

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第２分科会 

会議の日時 10月5日（木）  開会 午前10時02分  散会 午後5時47分 

会議の内容 1 付託決算審査（子ども若者はぐくみ局，教育委員会質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第３分科会 

会議の日時 10月5日（木）  開会 午前10時05分  散会 午後5時29分 

会議の内容 1 付託決算審査（交通局質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件  

 決算特別委員会第１分科会 

会議の日時 10月6日（金）  開会 午前10時02分  散会 午後5時19分 

会議の内容 1 付託決算審査（環境政策局，文化市民局質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第２分科会 

会議の日時 10月6日（金）  開会 午前10時02分  散会 午後5時46分 

会議の内容 1 付託決算審査（都市計画局，建設局質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会第３分科会 

会議の日時 10月6日（金）  開会 午前10時04分  散会 午後5時24分 

会議の内容 1 付託決算審査（上下水道局質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

2 要求資料 

 ・配水管の漏水修繕に係る緊急工事について（過去3年間） 

 決算特別委員会 

会議の日時 10月26日（木）  開会 午前10時02分  散会 午後6時15分 

会議の内容 1 付託決算審査（総括質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 

 決算特別委員会 

会議の日時 10月27日（金）  開会 午前10時02分  散会 午後6時18分 

会議の内容 1 付託決算審査（総括質疑） 

 ・報第1号 28年度一般会計歳入歳出決算 ほか22件 
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 決算特別委員会 

会議の日時 11月1日（水）  開会 午後3時55分  散会 午後4時01分 

会議の内容 1 付託議案審査 23件（討論結了） 

 会派の検討結果 

自民，民進，維新，無，無，無：報第1号～20号は全て認定。議第90号～92号は

賛成。 

共産：報第1号，3号～5号，13号及び19号は認定せず。その他の決算は全て

認定。議第90号～92号は賛成。 

公明：報第1号～20号は全て認定。議第90号～92号は賛成。報第1号に2個の意

見を付す。 

京都：報第1号は認定せず，その他の決算は全て認定。議第90号～92号は賛成。 

 審査結果 

ｱ  表決の結果，報第1号，3号～5号，13号，19号は挙手多数，その他の決算14

件は全会一致により認定し，議第90号～92号は全会一致により可決することに

決定する。 

ｲ  付す意見の取りまとめについては，正副委員長と各会派の代表者に一任し，

調整の結果，付さないことに決定する。 
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（別記8） 

予算特別委員会の分科会 

（委員会要綱３及び４による） 

分科会 所     管 

第１分科会 環境政策局，行財政局，総合企画局，文化市民局，会計

管理者，消防局，選挙管理委員会，人事委員会，監査委

員及び市会事務局の所管に属する事項並びに第２分科会

及び第３分科会の所管に属しない事項  

第２分科会 保健福祉局，子ども若者はぐくみ局，都市計画局，建設

局及び教育委員会の所管に属する事項 

第３分科会 産業観光局，交通局及び上下水道局の所管に属する事項
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（別記9） 

予算特別委員会第１分科会委員 

田 中 明 秀 議員  西 村 義 直 議員  橋 村 芳 和 議員 

平 山 たかお 議員  森 田   守 議員  山 本 恵 一 議員 

 井 あきら 議員  赤 阪   仁 議員  井 坂 博 文 議員 

加 藤 あ い 議員  河 合 ようこ 議員  樋 口 英 明 議員 

ほ り 信 子 議員  国 本 友 利 議員  大 道 義 知 議員 

平山 よしかず 議員  湯 浅 光 彦 議員  天  方 浩 之 議員 

山岸 たかゆき 議員  宇佐美 けんいち議員  江 村 理 紗 議員 

村 山 祥 栄 議員 

以上 22 名 

予算特別委員会第２分科会委員 

井 上 与一郎 議員  加 藤 昌 洋 議員  下 村 あきら 議員

津 田 大 三 議員  富   きくお 議員  中 村 三之助 議員 

みちはた 弘之 議員  玉 本 なるみ 議員  西 野 さち子 議員 

西 村 善 美 議員  森 田 ゆみ子 議員  やまね 智 史 議員 

山 本 陽 子 議員  かわしま 優子 議員  曽 我   修 議員

西 山 信 昌 議員   田 孝 雄 議員  隠 塚   功 議員 

中 野 洋 一 議員  山本 ひろふみ 議員  こうち 大 輔 議員 

菅 谷 浩 平 議員  大 津 裕 太 議員 

以上 23 名 

予算特別委員会第３分科会委員

小 林 正 明 議員  繁    夫 議員  しまもと 京司 議員 

田中 たかのり 議員  寺 田 一 博 議員  椋 田 隆 知 議員 

井 上 けんじ 議員  北 山 ただお 議員  くらた 共 子 議員 

平 井 良 人 議員  山 田 こうじ 議員  山 中   渡 議員 

青 野 仁 志 議員 久 保 勝 信 議員  ひおき 文 章 議員 

鈴 木  マサホ 議員  安 井 つとむ 議員  森 川   央 議員 

森   かれん 議員 大 西 ケンジ 議員  豊 田 貴 志 議員 

やまず まい子 議員

以上 22 名 
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（別記10） 

月　日 参　　考

第１分科会 第２分科会 第３分科会

局　別　質　疑 局　別　質　疑 局　別　質　疑

２３日（土）

２４日（日） 　

２５日（月） （議員会）

２６日（火） 議運

２７日（水） 本会議

※９月２２日（金）の各分科会の局別質疑の対象局及び質疑順

　　　 第１分科会　行財政局，総合企画局，文化市民局

　　 　第２分科会　保健福祉局，子ども若者はぐくみ局，教育委員会

　　 　第３分科会　上下水道局

分科会審査内容報告作成配布

予算特別委員会審査日程（案）

（理事会）

日　　　　　　　　　程

委員長報告

委員会(討論結了）　　

  ９月２２日（金）
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（別記11） 

決算特別委員会の分科会 

（委員会要綱３及び４による） 

分科会 所     管 

第１分科会 環境政策局，行財政局，総合企画局，文化市民局，産業

観光局，会計管理者，選挙管理委員会，人事委員会，監

査委員及び市会事務局の所管に属する事項並びに第２分

科会及び第３分科会の所管に属しない事項  

第２分科会 保健福祉局，都市計画局，建設局及び教育委員会の所管

に属する事項 

第３分科会 消防局，交通局及び上下水道局の所管に属する事項 
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（別記12） 

決算特別委員会第１分科会委員 

田 中 明 秀 議員  西 村 義 直 議員  橋 村 芳 和 議員 

平 山 たかお 議員  森 田   守 議員  山 本 恵 一 議員 

 井 あきら 議員  赤 阪   仁 議員  井 坂 博 文 議員 

加 藤 あ い 議員  河 合 ようこ 議員  樋 口 英 明 議員 

ほ り 信 子 議員  国 本 友 利 議員  大 道 義 知 議員 

平山 よしかず 議員  湯 浅 光 彦 議員  天  方 浩 之 議員 

山岸 たかゆき 議員  宇佐美 けんいち議員  江 村 理 紗 議員 

村 山 祥 栄 議員 

以上 22 名 

決算特別委員会第２分科会委員 

井 上 与一郎 議員  加 藤 昌 洋 議員  下 村 あきら 議員

津 田 大 三 議員  富   きくお 議員  中 村 三之助 議員 

みちはた 弘之 議員  玉 本 なるみ 議員  西 野 さち子 議員 

西 村 善 美 議員  森 田 ゆみ子 議員  やまね 智 史 議員 

山 本 陽 子 議員  かわしま 優子 議員  曽 我   修 議員

西 山 信 昌 議員   田 孝 雄 議員  隠 塚   功 議員 

中 野 洋 一 議員  山本 ひろふみ 議員  こうち 大 輔 議員 

菅 谷 浩 平 議員  大 津 裕 太 議員 

以上 23 名 

決算特別委員会第３分科会委員

小 林 正 明 議員  繁    夫 議員  しまもと 京司 議員 

田中 たかのり 議員  寺 田 一 博 議員  椋 田 隆 知 議員 

井 上 けんじ 議員  北 山 ただお 議員  くらた 共 子 議員 

平 井 良 人 議員  山 田 こうじ 議員  山 中   渡 議員 

青 野 仁 志 議員 久 保 勝 信 議員  ひおき 文 章 議員 

鈴 木  マサホ 議員  安 井 つとむ 議員  森 川   央 議員 

森   かれん 議員 大 西 ケンジ 議員  豊 田 貴 志 議員 

やまず まい子 議員

以上 22 名 
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参　考

１０月 ２日 （月） 委員会（日程の決定，書類調査） 本会議

第１分科会 第２分科会 第３分科会 　

説明聴取 説明聴取 説明聴取

行財政局

　　　　４日 （水）
会計・選管･監査･
人事・行財政局

保健福祉局 産業観光局  

　　５日 （木）
市会・

総合企画局
消防局

子ども若者はぐくみ局
教育委員会

交通局 　

６日 （金） 　
環境政策局
文化市民局

都市計画局
建設局

上下水道局 　

７日 （土） 　 　 　 －休日－

８日 （日） 　 　 　 －休日－

９日 （月祝） 　 　 　 －休日－

１０日 （火） 　

１１日 （水）  

１２日 （木） 　 　 　 　

１３日 （金） 　

１４日 （土） 　 　 　 －休日－

１５日 （日） 　 　 　 自治記念日

１６日 （月） 　

１７日 （火） 　

１８日 （水） 　

１９日 （木）

２０日 （金）

２１日 （土） －休日－

２２日 （日） －休日－

２３日 （月） 　分科会審査内容報告作成配布　

２４日 （火） 常任委員会

２５日 （水） 常任委員会

２６日 （木） 　委員会（総括質疑）

２７日 （金） 　委員会（総括質疑） （理事会）

２８日 （土） －休日－

２９日 （日） －休日－

３０日 （月） (議員会）

３１日 （火） (議員会）

１1月 １日 （水） 議運

２日 （木） 本会議

決算特別委員会日程（案）

月　日 日　　　　　　　　　　　程

　委員長報告

　３日 （火）

  委員会（討論結了）

（別記13） 
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 市会改革推進委員会 

会議の日時 8 月 24 日（木）  開会 午前 10 時 02 分  散会 午前 10 時 20 分 

会議の内容 1 市会改革に係る検討項目 

・投票率向上に向けた取組 

※ 市会改革推進委員会の検討結果をまとめた報告が，9 月 13 日に議長に提出された｡同報告では，

下記の項目について取りまとめられた。 

 9 月 13 日提出分 

 1 京都市会基本条例の検証・評価 

■ 市会改革推進委員会 
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■ 委員の派遣 

常任委員会

 総務消防委員会（他都市調査） 

調 査 日 調 査 先 調 査 事 項 

8月7日（月） 

～9日（水） 

糸 魚 川 市 ・密集市街地域における防災対策について 

横 浜 市 ・#7119（横浜市救急相談センター）について 

・オープンデータの利活用の推進について 

仙 台 市 ・大型汎用コンピュータオープン化事業について 

出 張 議 員 

赤阪仁委員長（共），森田守副委員長（自），山岸たかゆき副委員長（民）， 

しまもと京司委員（自），中村三之助委員（自），橋村芳和委員（自）， 

加藤あい委員（共），樋口英明委員（共），山田こうじ委員（共）， 

国本友利委員（公），湯浅光彦委員（公），大津裕太委員（京）， 

豊田貴志委員（無） 

      横浜市役所会議室              仙台市役所会議室 
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 まちづくり委員会（他都市調査） 

調 査 日 調 査 先 調 査 事 項 

8月21日（月） 

～23日（水） 

豊 島 区 ・グリーン大通り等における公共空間活用の取組について 

宇 都 宮 市 ・LRTの整備について 

札 幌 市 ・外断熱工法を採用した公営住宅の整備について 

・自転車共同利用サービス（サイクルシェアリング）事業につ

いて 

出 張 議 員 

隠塚功委員長（民），加藤昌洋副委員長（自），森川央副委員長（維）， 

西野さち子委員（共），森田ゆみ子委員（共），やまね智史委員（共）， 

かわしま優子委員（公），曽我修委員（公），安井つとむ委員（民）， 

大西ケンジ委員（無），やまずまい子委員（無） 

      豊島区役所会議室              宇都宮市役所会議室 
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■ 議案処理一覧 

平成29年定例会（9月市会） 

1 議員提出議案 
自 共 公 民 維 京 無 無 無

民 産 明 進 新 都 ＊ ＊ ＊

1 2 3

11.2 11.2 市会8
食品衛生管理の国際標準化を求める意見書の提出
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自民，共産，
公明，維新，
京都，無*1，
無*2，無*3

11.2 11.2 市会9
大規模災害時の法制度に関する抜本的な見直しを
求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自民，公明，
民進，維新，
京都，無*1，
無*2，無*3

11.2 11.2 市会10
小中学校におけるプログラミング必修化に関する
意見書の提出について

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○
自民，公明，
維新，無*1，
無*2，無*3

11.2 11.2 市会11

「ライドシェア」の慎重な検討と安心・安全で快
適・便利なタクシー利用に関する意見書の提出に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
自民，公明，
無*1，無*2，

無*3

11.2 11.2 市会12

「ライドシェア」導入に向け，利用者の安全と
「白タク」行為の根絶を求める意見書の提出につ
いて

否決 × × × × ○ ○ × × × 維新

11.2 11.2 市会13
受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改
正を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公明，維新

11.2 11.2 市会14
コメの生産調整及び直接支払制度の継続，戸別所
得補償制度の復活を求める意見書の提出について

否決 × ○ × × × × × × × 共産

11.2 11.2 市会15
農業の戸別所得補償制度の法制化を求める意見書
の提出について

否決 × ○ × ○ × × × × × 民進

11.2 11.2 市会16
全ての原発の再稼働中止を求める意見書の提出に
ついて

否決 × ○ × × × × × × × 共産

11.2 11.2 市会17 違法民泊対策の体制強化を求める決議について 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自民，公明，
民進，維新，
京都，無*1，
無*2，無*3

11.2 11.2 市会18
違法「民泊」の対策強化を図るための人員の確保
等を求める決議について

否決 × ○ × × ○ ○ × × ×
共産，維新，

京都

11.2 11.2 市会19 2025年国際博覧会の誘致に関する決議について 可決 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○
自民，公明，
維新，無*1，
無*2，無*3

提出

月日

議決

月日

議案

番号
件　　　　　　名

審議

結果

提　出

会派等

（○×は議案に対する各会派の態度。○＝賛成，×＝反対） 

無＊1＝(大西ケンジ議員) 無＊2＝(豊田貴志議員) 無＊3＝(やまずまい子議員) 

2 市長提出議案 
自 共 公 民 維 京 無 無 無

民 産 明 進 新 都 ＊ ＊ ＊

1 2 3

修正案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

修正部分を
除く原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 9.27 議75 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議76 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 付帯決議

9.21 11.2 議77 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 9.27 議78 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議79 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議80 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
9月28日付け訂正
の申し出

9.21 11.2 議81 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議82 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月28日付け訂正
の申し出

9.21 11.2 議83 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月28日付け訂正
の申し出

審議

結果

付　帯

決議等

提出

月日

議決

月日

議案

番号
件　　　　　　名

議74

京都市保育所条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

京都市京町家の保全及び継承に関する条例の制定
について

都市緑地法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定について

指定管理者の指定について（都市計画局関係）

指定管理者の指定について（都市計画局関係）

9.21 9.27 平成29年度京都市一般会計補正予算

平成29年度京都市公共下水道事業特別会計補正予
算

京都市宿泊税条例の制定について

京都市執行機関の附属機関の設置等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

京都市執行機関の附属機関の設置等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
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自 共 公 民 維 京 無 無 無

民 産 明 進 新 都 ＊ ＊ ＊

1 2 3

9.21 11.2 議84 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議85 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議86 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議87 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議88 可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

9.21 11.2 議89 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議90 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議91 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議92 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議93 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議94 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議95 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議96 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議97 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議98 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議99 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議100 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議101 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 9.27 議102 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議103 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議104 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議105 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議106 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議107 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議108 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議109 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 議110 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 10.2 議111 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報1 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 付す意見

9.21 11.2 報2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報3 認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報4 認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報5 認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報6 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報7 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報8 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報9 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報10 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報11 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報12 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度京都市土地区画整理事業特別会計歳入
歳出決算

提出

月日

議決

月日

議案

番号
件　　　　　　名

市道路線の廃止について

平成28年度京都市農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算

審議

結果

付　帯

決議等

市道路線の認定について

向日市道路線の認定の承諾について

訴えの提起について

公立大学法人京都市立芸術大学第2期中期目標の策
定について

地方独立行政法人京都市産業技術研究所第2期中期
目標の策定について

平成28年度京都市自動車運送事業特別会計未処分
利益剰余金の処分について

平成28年度京都市水道事業特別会計未処分利益剰
余金の処分について

平成28年度京都市公共下水道事業特別会計未処分
利益剰余金の処分について

一級河川西羽束師川支川改修工事請負契約の締結
について

京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築
工事請負契約の変更について

京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築
工事（電気設備工事）請負契約の変更について

京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築
工事（衛生設備工事）請負契約の変更について

京都市本庁舎改修工事及び新西庁舎（仮称）新築
工事（空気調和設備工事）請負契約の変更につい

京都市分庁舎（仮称）新築工事請負契約の変更に
ついて

京都市分庁舎（仮称）新築工事（電気設備工事）
請負契約の変更について

京都市分庁舎（仮称）新築工事（衛生設備工事）
請負契約の変更について

京都市分庁舎（仮称）新築工事（空気調和設備工
事）請負契約の変更について

京都市美術館再整備工事請負契約の変更について

京都市中央卸売市場第一市場整備工事（花屋町駐
車場棟新築工事）請負契約の変更について

楽只市営住宅新築工事請負契約の変更について

醍醐南市営住宅改修工事請負契約の変更について

京都市立久世西小学校増築工事請負契約の変更に
ついて

向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事請負契
約の変更について

向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事（電気
設備工事）請負契約の変更について

向島中学校区小中一貫教育校施設新築工事（空気
調和設備工事）請負契約の変更について

京都市立醍醐中学校増築工事請負契約の変更につ
いて

平成29年度京都市一般会計補正予算について 

平成28年度京都市一般会計歳入歳出決算

平成28年度京都市母子父子寡婦福祉資金貸付事業
特別会計歳入歳出決算

平成28年度京都市国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算

平成28年度京都市介護保険事業特別会計歳入歳出
決算

平成28年度京都市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算

平成28年度京都市地域水道特別会計歳入歳出決算

平成28年度京都市京北地域水道特別会計歳入歳出
決算

平成28年度京都市特定環境保全公共下水道特別会
計歳入歳出決算

平成28年度京都市中央卸売市場第一市場特別会計
歳入歳出決算

平成28年度京都市中央卸売市場第二市場・と畜場
特別会計歳入歳出決算
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自 共 公 民 維 京 無 無 無

民 産 明 進 新 都 ＊ ＊ ＊

1 2 3

9.21 11.2 報13 認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報14 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報15 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報16 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報17 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報18 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報19 認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.21 11.2 報20 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

件　　　　　　名
審議

結果

付　帯

決議等

平成28年度京都市駐車場事業特別会計歳入歳出決
算

平成28年度京都市土地取得特別会計歳入歳出決算

提出

月日

議決

月日

議案

番号

平成28年度京都市市公債特別会計歳入歳出決算

平成28年度京都市立病院機構病院事業債特別会計
歳入歳出決算

平成28年度京都市水道事業特別会計決算

平成28年度京都市公共下水道事業特別会計決算

平成28年度京都市自動車運送事業特別会計決算

平成28年度京都市高速鉄道事業特別会計決算

（○×は議案に対する各会派の態度。○＝賛成，×＝反対） 

無＊1＝(大西ケンジ議員) 無＊2＝(豊田貴志議員) 無＊3＝(やまずまい子議員) 
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■ 付帯決議

議第 76 号に対する付帯決議 

1 税の公平性，公正性を担保するため，急増する民泊をはじめ違法に営業している宿泊施設へ

の宿泊を確実に捕捉し，宿泊税を徴収すること。 

2 宿泊税の代行徴収及び納付ができる第三者納付について，民泊仲介事業者に働き掛け，その

活用を図ること。  

3 宿泊税収入については，住んでよし，訪れてよしのまちづくりに資する事業に活用し，市民

はもとより，納税者である宿泊者，さらには特別徴収義務者となる宿泊施設の運営事業者に，

宿泊税の効果を実感いただけるよう取り組むとともに，決算及び使途が明確になるよう，透明

性を確保し，議会及び市民への情報公開を行うこと。 

4 簡易宿所をはじめとした中小，零細事業者をはじめ，宿泊事業者の納税事務の簡素化と支援

に取り組むこと。  

5 日本国内はもとより，世界に向けて，宿泊税の主旨及び徴収内容について広報し，宿泊事業

者へ負担となることのないよう努めること。  

6 条例施行後の状況を早急に把握し，必要がある場合は適切に対応するため，条例の施行の 1

年 6 箇月後に，条例の施行の状況，社会経済情勢の変化等を勘案し，宿泊税に係る制度につい

て検討を加え，必要があるときは，早急にその結果に基づいて所要の措置を講じること。   

（賛成会派等） 

1,3,5 自民，公明，民進，維新，京都，無，無，無 

2 自民，公明，民進，維新，無，無，無 

4,6 市会議員全員 

報第 1 号に対する付す意見 

1 平成 28 年度決算の収支は，市税・府税交付金の下振れの影響が大きく，財政調整基金の残高

全額並びに公債償還基金の予算計上額全額を取り崩し実質収支の黒字化を確保した。本市の厳

しい財政状況を乗り越えるために，予算編成時における市税・府税交付金の見通しの精度向上，

既存事業の見直し，地方財政制度の抜本的改革の国への要望を，市民の理解を得ながら，強く

進めること。  

2 入札による事業者選定に当たっては，WTO 案件であったとしても，契約の目的物に応じて，

価格のみならず，事業者の施行能力等をしっかりと踏まえ，最適な選定となるよう不断の努力

を図ること。  

（賛成会派等） 

1 自民，公明，民進，維新，京都，無，無，無 

2 市会議員全員
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1 食品衛生管理の国際標準化を求める意見書 

（11月2日可決，自民，共産，公明，維新，京都，無，無，無共同提案） 

2 大規模災害時の法制度に関する抜本的な見直しを求める意見書

  （11月2日可決，自民，公明，民進，維新，京都，無，無，無共同提案） 

3 小中学校におけるプログラミング必修化に関する意見書 

  （11月2日可決，自民，公明，維新，無，無，無共同提案） 

4 「ライドシェア」の慎重な検討と安心・安全で快適・便利なタクシー利用に関

する意見書 

（11月2日可決，自民，公明，無，無，無共同提案） 

5 「ライドシェア」導入に向け，利用者の安全と「白タク」行為の根絶を求める

意見書 

  （11月2日否決，維新提案） 

6 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書

  （11月2日可決，公明，維新共同提案） 

7 コメの生産調整及び直接支払制度の継続，戸別所得補償制度の復活を求める意

見書 

  （11月2日否決，共産提案） 

8 農業の戸別所得補償制度の法制化を求める意見書 

  （11月2日否決，民進提案） 

9 全ての原発の再稼働中止を求める意見書 

  （11月2日否決，共産提案） 

10 違法民泊対策の体制強化を求める決議 

  （11月2日可決，自民，公明，民進，維新，京都，無，無，無共同提案） 

11 違法「民泊」の対策強化を図るための人員の確保等を求める決議 

  （11月2日否決，共産，維新，京都共同提案） 

12 2025年国際博覧会の誘致に関する決議 

  （11月2日可決，自民，公明，維新，無，無，無共同提案） 

■ 意見書・決議 
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市会議第８号 

食品衛生管理の国際標準化を求める意見書の提出について 

食品衛生管理の国際標準化を求める意見書を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                  提出者  市会議員 井上 与一郎 ほか５９名 

                       自民党市議団，日本共産党市議団， 

                       公明党市議団，日本維新の会市議団， 

                       京 都 党 市 議 団 ， 無 所 属（大西）， 

                       無 所 属（豊田），無 所 属（やまず）

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，財務大臣，厚生労働大臣， 

農林水産大臣， 

内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全） 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

食品衛生管理の国際標準化を求める意見書 

 食品の衛生管理は，先進国を中心にＨＡＣＣＰが義務化されているが，我が国においても，

食品流通の国際化を目指し，東京オリンピック・パラリンピック等を見据え，国際標準に適合

する我が国の食品衛生管理の水準を国内外に示す必要がある。そのため，厚生労働省では，国

内の食品の安全性の更なる向上のために，ＨＡＣＣＰによる衛生管理の制度化等の食品衛生規

制の見直しを進めている。 

 京都市においても，ＨＡＣＣＰに準じた独自の認証制度を創設するなど，事業者の自主衛生

管理を推進しているところである。 

 農林水産省の調査によると，食品製造業におけるＨＡＣＣＰの導入状況は，売上げが１００

億円以上の大手企業だけでみると８割以上である一方，小規模事業所を含めた食品製造業全体

では３割以下にとどまっている。 

 また，食品衛生法の営業許可業種は３４業種であるが，これら以外に都道府県等の条例で許

可業種となっているものもある。 

 食品用器具及び容器包装についても，欧米等で使用が禁止されている物質であっても，個別

の規格基準を定めない限り，直ちに規制することができないなどの課題がある。 

 さらには，厚生労働大臣又は都道府県知事からの回収命令や廃棄命令によらずに事業者が自

主的に食品の回収等を行った場合，食品衛生法にはその報告を義務付ける規定がない。 

 よって国におかれては，食品流通の多様化や国際化等を踏まえ，下記のとおり，食品衛生管

理の制度の見直しを進め，食品の安全の確保を図ることを強く求める。 

記 

１ 消費者を第一に考え，食品の製造・加工，調理，販売等のフードチェーン全体での取組を 
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 進め，衛生管理を「見える化」すること。 

２ ＨＡＣＣＰによる衛生管理の制度化に当たっては，食品ごとの特性や事業者の状況等を踏

まえ，小規模事業者等に十分配慮した実現可能な方法で十分な準備期間を設けるとともに，

事業者の負担軽減を可能とする財政措置を講じること。また，既に取組が進む自治体の制度

に配慮すること。 

３ 食品用器具・容器包装の規制にポジティブリスト制度の導入を検討するなど，欧米等にお

ける規制との整合性を図ること。 

４ 食品事業者が製造し，又は輸入した製品を自主回収する場合には，その情報を把握する仕

組みを検討すること。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第９号 

大規模災害時の法制度に関する抜本的な見直しを求める意見書の提出について 

大規模災害時の法制度に関する抜本的な見直しを求める意見書を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                  提出者  市会議員 井上 与一郎 ほか４８名 

                       自 民 党 市 議 団 ， 公 明 党 市 議 団 ， 

                       民進党市議団，日本維新の会市議団， 

                       京 都 党 市 議 団 ， 無 所 属 （大西）， 

                       無 所 属 （豊田），無 所 属 （やまず）

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣， 

内閣府特命担当大臣（防災） 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

大規模災害時の法制度に関する抜本的な見直しを求める意見書 

 世界有数の災害大国である我が国においては，近年でも，平成２３年東日本大震災や平成２

７年９月関東・東北豪雨，平成２８年熊本地震など，甚大な被害をもたらした大規模災害が頻

発している。さらには，南海トラフ地震や首都直下地震など，広域にわたり，かつ，大都市部

への甚大な被害が想定される巨大地震が発生するおそれが指摘され，京都市においても，花折

断層を起因とする地震等も考えられる。

 こうした大規模災害に対しては，大都市としての総合力を持つ政令指定都市が，防災，応急

救助から復興・復旧まで，切れ目なく一体的に災害への対応をしていくことが必要である。

 しかしながら，現行の災害対応法制では，通常の災害時に政令指定都市が実施する，避難所

及び応急仮設住宅の供与をはじめとする救助権限が，大規模災害時には道府県に移り，政令指

定都市が持つ災害対応力を迅速かつ最大限に発揮することができる仕組みとはなっていない。

 政令指定都市が災害救助等の事務・権限を自ら包括的に担い，その能力を十分に発揮するこ

とができる自立的かつ機動的な体制を確立することが，来るべき大規模災害への備えとなるこ

とは論を待たず，現行の災害対応法制の見直しは急務である。 

よって国におかれては，制定から半世紀以上が経過している災害救助法や災害対策基本法に

基づく災害対応法制を抜本的に見直し，政令指定都市が持つ能力を十分に発揮することができ

る制度を新たに構築すべく，国の主導において，政令指定都市を災害救助等の主体とすること

を内容とする法改正を行うことを，強く要望する。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第１０号 

小中学校におけるプログラミング必修化に関する意見書の提出について 

小中学校におけるプログラミング必修化に関する意見書を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                  提出者  市会議員 井上 与一郎 ほか３７名 

                       自 民 党 市 議 団 ， 公 明 党 市 議 団 ， 

                       日本維新の会市議団，無所属 （ 大 西 ） ， 

                       無 所 属 （豊田），無 所 属 （やまず）

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，財務大臣，文部科学大臣 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

小中学校におけるプログラミング必修化に関する意見書 

 インターネットの単なる普及にとどまらず，インターネットを活用したＩｏＴの活用分野の

拡大，自動車の自動運転をも可能とするＡＩ（人工知能）の開発など，近年におけるＩＴ技術

の発展は著しく，「第四次産業革命」とも呼ばれる大きな転換期を迎えている。 

新たな学習指導要領で，学習の基盤となる言語能力や情報活用能力，問題解決能力などの資

質や能力の育成を重視する方針が示され，平成３２年度にプログラミング教育が小学校におい

て必修化されるとともに，中学校・高等学校でのプログラミング教育が拡充されることとなっ

ている。 

 各自治体において，人材育成，指導内容等について検討されているが，「どの分野に力点を

置き，いかなる人材を養成すべきか」との課題は残されたままである。地域間の格差を是正す

るためにも，中核となる指導内容については，全国共通のものとなることが求められる。 

 京都市においては，市立小学校２校の土曜学習でプログラミング教室を試行実施したほか，

５箇年計画でタブレット型ＰＣと無線ＬＡＮの整備を進める中で，教員対象の研究会を立ち上

げたところである。 

 一般家庭におけるＩＴ機器の普及が進み，身近な生活の中で，コンピュータの活用を通して

子ども達の論理的思考力の育成が期待される中で，教員の指導力の向上が求められることは言

うまでもない。プログラミング教育が教育現場で円滑かつ効果的に実施されるために，教材や

機器の整備などに対する財政措置が求められる。 

 よって国におかれては，下記の事項に取り組むよう強く要望する。 

記 

１ 教員の指導力向上に資する指導事例集や教材等の作成，研修会等の開催など，民間や大学

のノウハウを活用する仕組み作りを推進すること。保護者や地域社会がプログラミング教育

を理解するための周知を図ること。 

２ 無線ＬＡＮや最新型ＰＣなどのＩＣＴ環境の整備とメンテナンス等を担う人材の育成を 
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 支援する補助制度創設などの財政措置を行うこと。 

３ プログラミングに興味を持った子ども達が，更に専門的な知識やスキルを習得することが

できるような上級者向けカリキュラムを提供する場の創設を支援すること。 

以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第１１号 

「ライドシェア」の慎重な検討と安心・安全で快適・便利なタクシー利用に関する

意見書の提出について 

 「ライドシェア」の慎重な検討と安心・安全で快適・便利なタクシー利用に関する意見書を

次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                  提出者  市会議員 井上 与一郎 ほか３３名 

                       自 民 党 市 議 団 ， 公 明 党 市 議 団， 

                       無所属（大西），無所属（豊田），無所属（やまず）

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，国土交通大臣， 

内閣府特命担当大臣（規制改革） 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

「ライドシェア」の慎重な検討と安心・安全で快適・便利なタクシー利用 

に関する意見書 

 タクシーは，介護や通院，買い物など，地域生活に欠かせないドア・ツー・ドアの公共交通

機関であり，市民や観光客の安心・安全で快適・便利な交通機関として，日常生活や地域の経

済活動を支える役割を担っている。さらに，少子長寿社会が急速に進展する中，身近な交通機

関であるタクシーは，高齢者，移動に制約のある方，妊産婦や子どもなどへの対応やタクシー

の特性をいかした防犯や防災等の取組を通じた地域社会への貢献など，社会ニーズに的確に対

応することがこれまで以上に期待されている。 

 そのような中，平成２８年７月に政府は，ＩＴの革新的発展を基盤とした遊休資産等の活用

による新たな経済活動である「シェアリングエコノミー」の健全な発展に向け，民間団体等に

よる自主的なルールの整備をはじめとした必要な措置の検討に資するため，「シェアリングエ

コノミー検討会議」を設置した。そして，同会議において「ライドシェア」といわれる自家用

自動車を用いて有償で運送を行うサービスについても議題とし，同年１１月に中間報告が取り

まとめられた。また，規制改革推進会議においても「需給の構造変化を踏まえた移動・輸送サ

ービス活性化のための環境整備」をテーマに，「ライドシェア」の導入に向けた議論を進めて

いる。 

 しかしながら，「ライドシェア」については，国会の審議において，道路運送法に抵触する

タクシー類似行為（白タク行為）に該当するとの指摘や，運行管理や車両整備等について，責

任を負う主体を置かず，自家用自動車のドライバーのみが運送責任を負う形態であるため，安

全の確保や利用者の保護等の観点から大きな問題がある旨の指摘がなされており，「ライドシ

ェア」の容認に向けた規制緩和については，極めて慎重な検討が必要とされている。 

 よって国におかれては，下記の事項を実現するよう強く要望する。 

記 
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１ 市民の安心・安全に大きな懸念のある「ライドシェア」の検討については，極めて慎重に

対応すること。 

２ 公共交通の役割を担っているタクシーが，より安心・安全で快適・便利な交通機関として

利用することができるよう，必要な諸施策を講じること。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

- 71 -



市会議第１２号 

「ライドシェア」導入に向け，利用者の安全と「白タク」行為の根絶を求める意見

書の提出について 

「ライドシェア」導入に向け，利用者の安全と「白タク」行為の根絶を求める意見書を次の

とおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                 提出者  市会議員 宇佐美 けんいち ほか３名 

                      （ 日 本 維 新 の 会 市 議 団 ） 

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，国土交通大臣， 

内閣府特命担当大臣（規制改革） 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

「ライドシェア」導入に向け，利用者の安全と「白タク」行為の根絶 

を求める意見書 

 国内においては，道路運送法第７８条において，自家用自動車による有償運送は，登録又は

許可を受けた場合以外には原則禁じられているが，国家戦略特区改正法により，有償の場合で

も，特区認定を受けた区域では，福祉目的や訪日外国人観光客などを運送する目的に限って「ラ

イドシェア」が認められている。 

 自家用自動車による運送は，公共交通が充実していない地方の移動を支える可能性を秘めて

おり，また，訪日外国人観光客の増加によって，公共交通機関の運行に支障を来している地方

自治体にとっては，新たな移動手段としての可能性をも秘めている。 

 一方で，従来から指摘されている，いわゆる「白タク」行為に加え，海外サイトを利用した

外国人向けの新たな「白タク」行為も問題化している。 

 現在，特区以外では認められていない有償による「ライドシェア」を広く認めた場合，その

課題として挙げられるのは，「ライドシェア」が運行管理や車両整備等について責任を負う主

体を置かずに，自家用自動車のドライバーのみが運送責任を負う形態が前提とされている点で

ある。 

よって国におかれては，引き続き，規制改革推進会議等での議論を踏まえ，有償による「ラ

イドシェア」の解禁について慎重に検討を重ね，解禁を認める場合においても，旅客自動車運

送業に準じた輸送の安全と利用者の保護及び「白タク」行為の根絶がしっかりと担保できる仕

組みを作ることができるよう強く要望する。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第１３号 

受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書の提出について 

受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                   提出者  市会議員 青野 仁志 ほか１４名 

                       （公明党市議団，日本維新の会市議団） 

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，厚生労働大臣 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書 

 世界において受動喫煙防止の取組が進む中，国際文化観光都市である京都市においては，た

ばこ対策行動指針を策定し，受動喫煙の防止に取り組んでいるところである。 

 受動喫煙を防止するには，何よりも，たばこの煙が深刻な健康被害を招くことを国民に啓発

していくことが重要である。 

 厚生労働省の喫煙の健康影響に関する検討会が取りまとめた報告書（たばこ白書）では，喫

煙は，肺がん，喉頭がん，胃がんなどに加え，循環器疾患や呼吸器疾患などとも因果関係があ

り，受動喫煙は，肺がん，虚血性心疾患，脳卒中と因果関係があることが示されている。また，

国立がん研究センターは，受動喫煙による死亡者数を年間約１万５，０００人と推計している。 

 たばこの煙による健康被害についてこうした公表がある中，世界保健機関（ＷＨＯ）は，日

本の受動喫煙防止対策を最低ランクに位置付けている。この現状を脱し，２０２０年東京オリ

ンピック・パラリンピックに向けた我が国の受動喫煙防止対策の取組を国際社会に発信する必

要がある。 

 よって国におかれては，国民の健康を最優先に考え，下記の点に留意し，受動喫煙防止対策

の取組を進めるための罰則付き規制を図る健康増進法の改正を早急に行うよう，強く求める。 

記 

１ 対策を講じるに当たっては，準備と実施までの周知期間を設けること。 

２ 屋内の職場・公共の場を全面禁煙とするよう求める「ＷＨＯたばこ規制枠組条約第８条の

実施のためのガイドライン」を十分に考慮すること。 

３ 屋内における規制においては，喫煙専用室の設置が困難な小規模飲食店に配慮すること。

また，未成年者や従業員の受動喫煙対策を講じること。 

４ 各自治体の路上喫煙規制条例等との調整を視野に入れて規制を検討すること。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第１４号 

コメの生産調整及び直接支払制度の継続，戸別所得補償制度の復活を求める意見書

の提出について 

 コメの生産調整及び直接支払制度の継続，戸別所得補償制度の復活を求める意見書を次のと

おり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                    提出者  市会議員 赤阪 仁 ほか１７名 

                         （ 日 本 共 産 党 市 議 団 ） 

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，農林水産大臣 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

コメの生産調整及び直接支払制度の継続，戸別所得補償制度の復活 

を求める意見書 

 コメの需給と価格の安定は，国民の主食を安定的に供給するとともに，農家と地域経済を安

定させるうえで不可欠であり，農政の重要な柱である。 

 ところが，政府は，農業分野の「競争力強化」を言いながら，農業経営を支えてきた所得補

償制度を農業者の反対の声を無視して廃止してきた。 

 さらに，政府が米生産数量目標の配分の廃止とコメの直接支払交付金の廃止を打ち出してい

るため，コメの生産者に２０１８年以降のコメ作りへの深刻な不安が広がっている。 

 コメの生産調整は,コメの需給安定の役割を担っており，制度がなくなれば米価の暴落や乱

高下を招き，政府の重要な役割を放棄することとなり，コメの生産や流通を無秩序の世界に追

いやる。 

 コメの直接支払交付金は，生産調整参加農家に１０アールあたり７，５００円を一律に支払

い，不十分とはいえ，米作農家の赤字を補填し，確実に見込める収入となり，２０１７年産の

支払総額は７１４億円にのぼる。 

 戸別所得補償制度も，生産費と販売価格との差額を補填し，コメ作りの再生産を支えてきた。 

 これらが廃止されるとなると，農家所得の減少に直結し，農家の打撃は深刻であり，「農業

所得の向上」という政府の掛け声に逆行することは明らかである。 

 よって国におかれては，日本農業を守り，国民の食糧確保と地域経済振興，環境と国土の保

全を図るために，生産調整から撤退せず，直接支払交付金制度を継続し，戸別所得補償制度を

復活させることを強く求める。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第１５号 

農業の戸別所得補償制度の法制化を求める意見書の提出について 

農業の戸別所得補償制度の法制化を求める意見書を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                    提出者  市会議員 天方 浩之 ほか６名 

                         （民 進 党 市 議 団） 

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，農林水産大臣 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

農業の戸別所得補償制度の法制化を求める意見書 

 農業の戸別所得補償制度は，農業者との対話の中から生まれた政策であり，旧民主党政権下

において導入されて以来，多くの農業者から好意的に受け入れられてきた。 

 しかしながら，第２次安倍政権においては，「経営所得安定対策」の名の下に，制度の対象

が認定農業者，集落営農等に限定されるとともに，「米に対する所得補償交付金」については，

平成３０年度から廃止される予定である。政府が進めているこのような急激な農政の変更は，

現場を混乱させるものであり，農家からは不安の声が上がっている。 

 全ての販売農家を対象とする戸別所得補償制度を復活させ，これを恒久的制度として法制化

することは，農業経営に関する安定性を高め，合理的な営農につながるうえ，多面的機能を発

揮させ，地域における雇用創出，地方経済の活性化，環境保全にも貢献し，結果的に，食料自

給率の向上にもつながるものである。 

 よって国におかれては，全ての販売農家を対象とする戸別所得補償制度を復活させ，これを

恒久的制度として法制化することを強く求める。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第１６号 

全ての原発の再稼働中止を求める意見書の提出について 

全ての原発の再稼働中止を求める意見書を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                    提出者  市会議員 赤阪 仁 ほか１７名 

                         （ 日 本 共 産 党 市 議 団 ） 

                             平成  年  月  日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣， 

総務大臣，経済産業大臣 宛て 

                           京 都 市 会 議 長 名 

全ての原発の再稼働中止を求める意見書 

 東京電力福島第一原発の事故から６年７箇月が経過したが，事故原因の究明・収束は途上に

あり，廃炉の見通しも立たないままである。福島県では，生業と故郷を奪われた住民の苦難が

続き，本年９月現在も５４，５７９人が避難生活を強いられている。各地で国と東京電力の責

任を問う裁判が行われ，本年１０月１０日には，福島地裁がその責任を認める判決を出した。

福島原発事故が浮き彫りにしたのは，原発は危険な技術であり，ひとたび事故を起こせば，長

期間，広い地域にわたって，これまで経験したこともないような大被害を及ぼすということで

ある。 

 ところが，政府は，「再稼働反対」，「原発ゼロ」を求める国民世論に真っ向から逆らい，原

発再稼働や原発輸出を推進し，福島では，避難指示の解除に伴い，被災者への賠償・支援の打

切りを進めている。そのような中で，原子力規制委員会は，東京電力に対して，福島での事故

の賠償費用を賄うためとして，柏崎刈羽原発を再稼働する資格を認めた。また，関西電力に対

しても，高浜原発３・４号機の再稼働に続き，大飯原発３・４号機，運転４０年を超える「老

朽原発」である高浜原発１・２号機，美浜原発３号機の再稼働を次々と認めようとしている。

高浜原発３・４号機では，燃料にウラン・プルトニウム混合酸化物（ＭＯＸ燃料）を使用する

プルサーマル発電が行われているが，制御の不安定性などの安全性への懸念，使用済みＭＯＸ

燃料の処理方法など，数々の問題を先送りしたままの再稼働である。 

 また，原子力規制委員会は，原発の集中立地について，新規建設の場合は審査基準対象とし

ているが，再稼働の場合は対象としていない。若狭湾には１５基もの原発が集中し，万一１基

でも事故を起こせば，大飯原発や高浜原発から約３２キロメートル～７０キロメートル圏内に

位置する京都市においても，重大な影響が生じることが予想される。にもかかわらず，政府に

よる避難計画では，大飯原発と高浜原発の同時事故は想定されておらず，昨年８月に京都府な

どで行われた広域避難訓練では，全ての住民を守る実効性が確立されていないことが明らかと

なっている。さらに，関西電力が「安全対策のコスト高を理由に，２０１９年に４０年の運転

期限を迎える大飯原発１・２号機の廃炉方針を固める」とも報道されており，国の再稼働推進

路線と「安全神話」は破綻している。 

 よって国におかれては，「原発ゼロ」の政治決断を行い，全ての原発の稼働中止と廃炉のプ

ロセスを進めるよう強く要望する。 
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 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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市会議第１７号 

違法民泊対策の体制強化を求める決議について 

違法民泊対策の体制強化を求める決議を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                  提出者  市会議員 井上 与一郎 ほか４８名 

                       自 民 党 市 議 団 ， 公 明 党 市 議 団 ， 

                       民進党市議団，日本維新の会市議団， 

                       京 都 党 市 議 団 ， 無 所 属（大西）， 

                       無 所 属（豊田），無 所 属（やまず）

違法民泊対策の体制強化を求める決議 

 京都市では，これまで，「民泊」対策プロジェクトチームを設置し，平成２８年４月から平

成２９年８月末までの間に，２，６００件を超える苦情や相談に対し，３，４９０回に及ぶ現

地調査を行い，告発も含め３４３箇所の営業を中止させるなど，違法民泊対策に取り組まれて

きた。 

 また，平成２９年度には，各区の衛生課業務を保健福祉局の「医療衛生センター」に集約し，

民泊対策に特化した専門チームを設置するとともに，新たに民間事業者による調査を開始し，

さらに，指導に当たる専門職員を年度途中で新たに採用するなど，違法民泊対策の体制強化が

図られてきた。 

 しかしながら，違法民泊に係る市民からの通報や苦情は後を絶たず，また，平成３０年度か

らは新たに「住宅宿泊事業法」が施行されるとともに，これに併せて，条例をはじめとする本

市独自のルールの制定，施行も予定されていることから，一層充実した，新たな実施体制が必

要となっている。 

 よって京都市においては，今後，民間活力の導入の一層の推進など，新たな手法を導入する

とともに，旅館業法に関する事務を所管する保健福祉局の「医療衛生センター」のみならず，

関係各局が連携することにより，全庁一丸となった強力な体制を構築していくことを求める。 

 以上，決議する。 

    年  月  日 

  京 都 市 会   
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市会議第１８号 

違法｢民泊｣の対策強化を図るための人員の確保等を求める決議について 

違法｢民泊｣の対策強化を図るための人員の確保等を求める決議を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                    提出者  市会議員 赤阪 仁 ほか２５名 

                         日 本 共 産 党 市 議 団 ， 

                         日 本 維 新 の 会 市 議 団 ， 

                         京 都 党 市 議 団 

違法｢民泊｣の対策強化を図るための人員の確保等を求める決議 

 激増する違法「民泊」により，住民の暮らしの安寧が脅かされている。市長はこれまでも違

法「民泊」の根絶に言及してきたが，違法「民泊」に対する指導が追いついていない。 

 本年１０月から１８人体制から２人増員し２０人体制としたが，開業相談，違法「民泊」等

の指導，定期監査など，その業務内容は膨大である。 

よって京都市においては，市会の議論を踏まえて，医療衛生センター職員の更なる増員等を

行い，違法「民泊」の根絶を行うことができる体制を整備することを求める。 

 以上，決議する。 

    年  月  日 

  京 都 市 会   
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市会議第１９号 

２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議について 

２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議を次のとおり提出する。 

平成２９年１１月２日提出 

                  提出者  市会議員 井上 与一郎 ほか３７名 

                       自 民 党 市 議 団 ， 公 明 党 市 議 団 ， 

                       日本維新の会市議団，無所属（大西）， 

                       無所属（豊田），無所属（やまず）

２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議 

 ２０２５年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧会を大阪，関西が

一体となって開催することは，新たな産業や観光のイノベーションが期待できるなど，大きな

経済効果をもたらすとともに，全世界に向けて圏域の存在感を示す絶好の機会となり，極めて

大きな意義がある。 

 また，このような国際博覧会の開催は，圏域全体のみならず，本市における産業振興や観光

文化交流等を促進するとともに，地域の振興や住民の生活向上にも寄与することが期待でき

る。 

 よって京都市会は，大阪，関西における国際博覧会の開催を支持するとともに，誘致実現に

向けた国内機運の醸成など，必要な取組を国，地元大阪市，経済界と共に積極的に推進してい

く。 

 以上，決議する。 

    年  月  日 

  京 都 市 会   
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■ 請願審査結果

（平成29年11月2日現在） 

 総務消防委員会

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

40 
大宮消防出張所の存続・充実及び廃止に関す

る説明会の開催 
29.6.27 29.9.27不採択 

45 宿泊税制度案の見直し 29.9.26 29.11.2継続審査 

 文化環境委員会

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

41 家庭ごみ袋代の値下げ等 29.7.12 29.9.27不採択 

42 家庭ごみ袋代の値下げ 29.7.12 29.9.27不採択 

43 家庭ごみ袋代の値下げ 29.7.12 29.9.27不採択 

 産業交通水道委員会

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

44 
住宅地における観光バスの迷惑防止及び外国

人観光客のマナー向上 

29.9.25 29.11.2採択 
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（平成29年11月2日現在） 

区 分 

受 理 件 数 処 理 件 数 

継続 

陳

情

受

理

件

数

繰越し 新 計 採択 不採択
審議 

未了 
取下げ 計 

総務消防委員会 1 1 2 0 1 0 0 1 1 1

文化環境委員会 3 0 3 0 3 0 0 3 0 3

教育福祉委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

まちづくり委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

産業交通水道委員会 0 1 1 1 0 0 0 1 0 3

計 4 2 6 1 4 0 0 5 1 18

■ 請願等受理及び処理件数一覧 
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■ 特記事項

北朝鮮の弾道ミサイルの発射に対して抗議声明を発表 

8 月 29 日，9 月 15 日に，北朝鮮の弾道ミサイルの発射に対して，市会議長及び市長連名

の抗議声明を発表した。

北朝鮮の核実験の実施に対して抗議声明を発表 

9 月 4 日に，北朝鮮の核実験の実施に対して，市会議長及び市長連名の抗議声明を発表

した。 

議員研修の実施 

9 月 21 日の午後 1 時から議場において，議員研修（講師：京都大学こころの未来研究セン

ター教授 広井良典氏，テーマ：「人口減少社会を希望に―これからの日本社会とコミュニ

ティ」）を実施した。 

平和都市宣言 60 周年の声明を発表 

10 月 18 日に，昭和 32 年 10 月 18 日に市会の議決を得て「平和都市宣言」を行ってから

60 年を迎えたことから，「平和都市宣言」の理念の下に，世界恒久平和の実現に向けて取り

組んでいく思いと願いを市会議長及び市長の連名により発表した。 
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